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メディア・インフォメーション　　
報道解禁日時：2012年9月6日20時45分（英国夏時間）
新型レンジローバー
世界一の洗練味と高性能を誇るラグジュアリーSUV

概要
· より軽量で、さらに堅牢、いっそう洗練された世界で最も上質なラグジュアリーSUV
· 象徴的デザイン要素に現代的解釈を施しつつ、一目でレンジローバーと分かる佇まい
· SUVとして世界で初めてオール・アルミニウム製軽量モノコックボデイ構造を採用
· 現行モデル比420kg減の軽量化により、燃費とCO2排出量が向上
· 新次元のハンドリングと俊敏性を備えた、多岐にわたる圧倒的な性能
· 最新鋭のアダプティブ・ダイナミクスが類いまれな乗り心地をさらなるレベルへ
· ランドローバー独自のテレイン・レスポンス2®の導入により、あらゆる路面での走行性能が向上
· さらにゆったり、よりラグジュアリーに設えられたインテリアと、極めて安定したドライビング・エクスペリエンスを提供する、高く洗練されたSUVの極み
· 英国内にあるランドローバー開発センターによるブリティッシュ・デザインと設計
· 英ソリハルの最新鋭の新アルミニウムボディ工場での製造
· 高評価のディーゼル／ガソリン・エンジンがスムーズで快適な走りを実現し、CO2排出量はわずか196g/km
· CO2排出量169g/kmを予定する、最新の高効率ディーゼル・ハイブリッドを2013年後半に追加

2012年9月6日、英ホイットリー発　








　　　　　　　ランドローバーは、世界一の洗練味と高性能を誇るSUV、新型レンジローバー（日本名レンジローバー・ヴォーグ）の発売を発表しました。
象徴的なレンジローバーの第4世代に当たる新型モデルは、40年以上に及び独創的なデザインを用いるという革新的な精神にのっとり、究極のラグジュアリーSUVを提供すべく、ゼロから開発されました。

軽量アルミニウムボディが採用された世界初のSUVである新型レンジローバーでは、このモデルの最たる特徴として重要なさまざまな性能が新たな高みへと引き上げられています。これまで以上の高級感と洗練味を備え、あらゆる地形でのパフォーマンスとハンドリングが向上し、サステナビリティの面でも飛躍的な進歩を遂げました。
ランドローバー・グローバル・ブランド・ディレクターのジョン・エドワーズは次のように述べています。「新型レンジローバーの発売はランドローバーにとって大変画期的なことで、高級自動車テクノロジーに対するこれまでにない投資から得られた最初の感動的な成果です。」
「新しいレンジローバーは、ラグジュアリーと性能、そしてあらゆる路面における卓越した走行性能の絶妙な融合という、レンジローバーがもつ本質的でユニークな性格を受け継いでいます。しかしながら、白紙から創り上げられたデザインと、画期的な軽量構造のおかげで、快適さ、洗練味、そしてハンドリングがより進化し、高級車のお客様にまったく新たな体験を提供することが可能になりました。」
新型レンジローバーは、2012年末より世界170のマーケットで販売を開始する予定です（日本市場での販売開始日未定）。
新型のデザインおよび設計は、英国内にあるランドローバー開発センターで行われました。また、英ソリハルの、消費エネルギーが少ない最新鋭設備が備わった新工場で製造されています。
シンプルで現代的なデザイン
新型レンジローバーのクリーンでエレガントなフォルムは、従来のレンジローバーがもつデザイン要素に新たな解釈を加えることによって生まれました。新型は、一目でレンジローバーだとわかる一方、アイコン的なデザイン言語を大胆に進化させ、大きな一歩を踏み出したモデルです。
全長5mを切る新型レンジローバーは、そのフットプリントは現行モデルとほぼ同じですが、より滑らかな流線型のデザインとなり、空気抵抗係数が0.34と、これまでで最も優れた空力特性をもち、アクセス・モードでのルーフラインが20mm低くなります。
優美なインテリアは現代的ですっきりしており、レンジローバーの際立つデザイン要素を組み込むと同時に、斬新で非常に現代的な処理が施されています。キャビンは特徴的な力強い構造形態を維持しています。最高級のレザーとベニアを用いて完璧に仕上げられた、極めてシンプル、かつ洗練された表面がそれを際立たせています。
レッグルームが118mm以上拡大したことにより、後部座席のスペースが大幅に広く、より快適になっています。さらに、後部座席乗員のための究極のラグジュアリー・オプションとして、新しい2座タイプの「エグゼクティブクラス」シート・パッケージも用意されます。
お客様が完璧なカスタム・カーを手にすることができるように、新型レンジローバーの比類のないラグジュアリー感を、色／仕上げ／特別なディテールを自由に選ぶことで好みに合わせることができます。オートバイオグラフィー・シリーズ専用に用意されたカラー・テーマのインテリアから、最大22インチのスタイリッシュなデザインのアルミ・ホイールに至るまで、様々なオプションがあります。
これまでで最も洗練され最も高い性能を誇るレンジローバー
新型レンジローバーはゼロからの見直しが図られており、これまでで最も洗練され最も高い性能を誇るモデルとなっています。最新のボディおよびシャシー技術を採用することで、オールテレイン性能が、より広範囲かつ多彩な場面に通用するオフロード性能と、オンロードでのハンドリングおよび洗練味の両方でより高い次元へと昇華を遂げました。
業界をリードする革新的技術の中で特筆すべきは、その時々の運転状況を分析し、路面に合わせて最適なセッティングを自動選択してくれる、ランドローバーの画期的な次世代型テレイン・レスポンス®システムです。
全く新しい最先端の軽量サスペンション構造により、クラス屈指のホイール・ストロークがもたらされ、過酷な条件に対応できるホイール・アーテキュレーションの卓越したスムーズな動きと安定性を実現しています。
最新式の電子トラクション・コントロール・システムと並行して機能し、2速トランスファー・ボックスを装備した定評あるフルタイム・インテリジェント4WDシステムにより、優れたトラクションとダイナミクスタビリティーが実現されます。
新型レンジローバーの並外れて豊富な機能は、非常に強固かつあらゆる地形状況に適した高度なボディ形状、200mm増加し900mmになった渡河水深限界、そして3,500kgのけん引能力を備えるクラス最高のけん引車両としての地位確立にも寄与しています。
卓越した耐久性と信頼性を確固たるものとすべく、この新型車には、ランドローバー・ブランドが課す過酷なオン／オフロードテストが実施されました。開発車両を用いて、18か月にわたり、20か国以上で極限的な気候や路面での走行距離何百万マイルにもおよぶ過酷なテストを通じ、開発工程の要求事項を確認しました。
洗練された快適なドライビング・エクスペリエンス
レンジローバーは、外界の喧噪からは遮断された車室内の落ち着いた静粛性を提供することで名高いモデルとして、この新型では、高級車の洗練味の最高基準を満たすように設計されています。
開発段階において微細な部分にまでいたる徹底した配慮がなされた結果、ノイズやハーシュネスが大幅に低減されました。また、厳格に最適化されたボディ構造、フロントガラスとドアガラスの吸音ラミネーション加工、新しいデュアル・アイソレーション・エンジン・マウントなどが、ノイズレベルの大幅低減の実現に寄与しました。
新しいシャシー構造が、全面的に見直された全輪エア・サスペンションと組み合わされ、より確実で機敏になったコーナリング性能など刷新されたオンロードでのハンドリング性能を実現し、さらに、より高級な乗り心地と洗練味をも手に入れました。
新型レンジローバーは、評価の高い高トルク・エンジンをラインアップし、機敏で快適な走りを実現します。2種類のガソリン・エンジン（375PS を発生する5.0リッター　LR-V8および510PSを発生するスーパーチャージドLR-V8）と、2種類のディーゼル・エンジン（258PSを発生する3.0リッターTDV6および339PSを発生する4.4リッターSDV8）が用意されています。これらのエンジンはすべて、スムーズでレスポンスに優れた8速オートマチック・トランスミッションと組み合わされます。
レンジローバーのDNAに忠実に、この新型モデルも独自のコマンド・ドライビング・ポジションを提供します。他の高級SUVよりも概ね90mm以上高く、真っ直ぐな姿勢に保つポジションで、ドライバーに確かな自信とコントロール感をもたらします。
パフォーマンスとサステナビリティを高める軽量構造
新型レンジローバーは、現行モデルのスチール・ボディよりも39%軽い、革命的なオール・アルミニウム製モノコックボディ構造を採用しているのが特徴です。
航空宇宙工学の影響を受けた高性能軽量構造の分野において、ジャガー・ランドローバーは引き続き業界のリーダーであり、そしてオール・アルミニウムのボディを採用することにより、新型レンジローバーのパフォーマンスと効率の両方が大幅に向上しています。
シャシーとドライブライン全体における軽量化と相まって、この軽量ボディストラクチャーがもたらす軽量化は現行モデル比で最大350kgにもなります。
この軽量化により、難なく快適な走りを手にするというレンジローバー特有の感覚が高まるだけでなく、効率も向上します。たとえば、510PSを発生するスーパーチャージドLR-V8エンジンを搭載するモデルの0－60mph加速は、現行モデルよりも0.8秒速い、わずか5.1秒です。しかも、燃料消費量が9%低減されています。
この軽量構造により、最新式の3.0リッターTDV6エンジンをモデル・ラインに導入することも可能になっています。従来の4.4リッターTDV8レンジローバーと同様に高い性能を備えるこのV6エンジン搭載車は、車両重量最大420kgの軽量化を達成し、燃料消費量およびCO2排出量を22%も飛躍的に低減しています（それぞれ37.7mpg（7.5リットル/100km）および（196g/km））。
2013年後半に導入される最先端の高効率ディーゼル・ハイブリッド・モデルにより、新型レンジローバーの環境への貢献がさらに強化されます。(CO2排出量の目標値は169g/km)
先進のレンジローバー・テクノロジー
新型レンジローバーは、優美なインテリアから最新式のシャシー／ドライバー・アシスト・システムに至るまで最先端の自動車技術を駆使して設計されています。 

インテリアは、フロント・シートとリア・シートのどちらに座っていても同様の、比類のない乗り心地を提供する高度な機能が組み込まれています。快適性と利便性、シームレスデザインによる最新のインテリア・テクノロジーがユーザーの満足感を満たします。新しい、もしくは改良された機能は次のとおりです。
· 利便性 － 高度な機能は、キーレス・エントリー（スマート・エントリー）、パワー・ラッチによるソフトなドアクローズ、上部と下部のパワー・テールゲート、クーラー・コンパートメント、電動トウバーなどです。
· 高性能オーディオ － オーディオ・マニアも納得する音質を提供する高級メリディアン音声サラウンド・システム。
· ディスプレイ － 美しいフル・デジタル計器群とデュアル・ビュー機能を搭載した中央の8インチ・タッチスクリーンで構成される、最新式の高解像度ディスプレイ。
· ボイス・コントロールと接続性 － 携帯機器用のシームレス接続パッケージ。
· エアコン － 強力な最新4ゾーン・システムとパーク・ヒーター・タイマー機能を備える、クラス最高の新型エアコン。
· ラグジュアリーなシート － マルチモード・マッサージなどの高級な新機能を備える改良型シートと高級な新しいエグゼクティブ・クラスのリア・シート・パッケージ。
· 車内照明 –-- ドライバーの気分に合わせて色を変えることができる、繊細で洗練された周囲照明をもたらす最新LED。
ダイナミック・パフォーマンスを高め、ドライバーがリラックスしてストレスのない運転ができるよう、新型レンジローバーには、様々な高度なシャシー／ドライバー・アシスト・システムが組み込まれています。新しい高度な機能は次のとおりです。
· 2チャンネル・ダイナミック・レスポンス・アクティブ・リーン・コントロールと、連続可変ダンパーを備えるアダプティブ・ダイナミクス。
· 都会の狭い駐車場での縦列駐車を支援する最新の自動化技術であるパーク・アシストを可能にする電動パワー・ステアリング。
· 低速から完全に停止するまで連続的に機能することを可能にする、新しい全車速追従機能を備えるアダプティブ・クルーズ・コントロール。
· インテリジェント・エマージェンシー・ブレーキ（アドバンスド・エマージェンシー・ブレーキ・アシストを含む） – 前方の車が急に減速したり他の車が突然車線に割り込んだ場合に衝突を回避するのを支援します。
· かなり後方から素早く接近する車を検知する新しい接近車両検知機能を備えるブラインド・スポット・モニタリング。
· リバース・トラフィック・ディテクション – 後退時に衝突の危険がある場合にドライバーに警告します。
· 調整可能なスピードリミッター – ドライバーが自分の最高速度を設定できます。
· T字路ビュー、トレーラー後ろ向き駐車誘導、トレーラー・ヒッチ誘導の各機能を備えるサラウンド・カメラ・システム。
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1. 　レンジローバーのデザイン
際立つシルエットから強固なキャビンの構造に至るまで、レンジローバー独自のデザインがその魅力の根底にあります。
新型モデルの開発にあたり、レンジローバーのデザイナーはこの豊かな伝統を拠り所とすることも可能でしたが、新しい世代のレンジローバー・ユーザーに向けた斬新なビジョンを創造しようと試みました。
ランドローバーのデザイン・ディレクターであるジェリー・マクガバンは次のように述べています。「多くのオーナーにとって、レンジローバーのデザインはアイコンのような存在になっています。この新製品で我々が目指したのは、従来からの独自のスピリットを保ちつつ、同時にレンジローバーの伝統的なデザイン要素にモダンな解釈を駆使することでした。」
1.1　　シンプルで現代的なデザイン – しかし紛れもなくレンジローバー
新型レンジローバーのクリーンでエレガントなフォルムは、レンジローバーが従来からもつデザイン要素に新たな解釈を加えることによって生まれました。新型は、一目でレンジローバーだとわかる一方、アイコン的なデザイン言語を大胆に進化させ、大きな一歩を踏み出したモデルです。
先端技術の採用が垣間見える新型レンジローバーの流麗で現代的な外観により、レンジローバーの魅力は新しい世代のお客様をも惹きつけます。
ランドローバーのデザイン・ディレクター兼チーフ・クリエーティブ・オフィサーのジェリー・マクガバンは次のように述べています。「40年以上の輝かしい歴史をもつレンジローバーの次世代モデルをデザインするにあたっては、アイコン的なDNAを守るという大変大きな責任が伴いました。」
「我々、デザインチームは、レンジローバーの最大のデザイン特性であるエレガントなプロポーションとすっきりとしたボディ表面を実現するために、想像を超える熱意をもって取り組みました。」
全長5mを切る新型レンジローバーは、フットプリントが現行モデルとほぼ同じですが、より滑らかな空力形状となり、アクセス・モードでのルーフラインは20mm低くなります。
ボディの洗練されたプロポーションが、ルーフラインに向かうかすかなテーパーとシンプルなボディの表面処理とが相まって、優雅で現代的な感覚をより強調しています。
レンジローバーの古典的デザイン・キューに新たな解釈を与えることで、独特のキャスタレーションが付いた特徴的なクラムシェル・ボンネット、フローティング・ルーフ、サイド・フェンダー・ベントなど、レンジローバーの本質的なスピリットが表現されています。
深く印象的なグリルと特徴的なヘッドランプを装備した前部は、レンジローバーのパワフルな特徴を維持しています。一方で、グリルの後方傾斜や、くっきりとしたコーナーと傾斜の強いAピラーが相まって、流線形を際立たせています。

空力特性に優れた流線形の輪郭が特徴的なテーパー形状を持つ後部でも際立ち、車両後部がコンパクトな印象を与えます。
特徴的なデザイン細部
新型モデルの斬新で現代的な外観は、緻密に設計された細部のデザインによって引き立てられています。このデザインにより独特な特徴が新型レンジローバーにもたらされています。
まず目を引くのが、フロント・ドアの表面に施されたデザインです。これは、サイド・フェンダー・ベントのデザインをベースにしたものです。革新的なエンジニアリング・ソリューションにより、機能的なベントが不要になった結果、渡河水深性能が向上し、そのためデザイナーはレンジローバーの伝統的なデザイン・キューに対し、より創造的なソリューションを自由に採用できるようになりました。
ドア下部までにおよぶ独特のアクセント・グラフィックがボディ周囲をおおい、さらにフロント・バンパーとリア・バンパーまで続いています。魅力的なシルバー・メタリック仕上げが、この車のアルミニウム構造を彷彿させます。
ピラーの高級グロス・ブラック仕上げとともにセミフラッシュ側面艶出し加工を採用することで、ランドローバー独特のデザイン要素である、フローティング・ルーフの大胆なデザインが引き立てられています。特徴的なルーフデザインに加え、艶出し加工を施すことにより流線形のボディも一層引き立ちます。
先進的な照明システムも特徴的です。トレードマークのインターロッキング・サークルを特徴とするLEDライト・ブレード技術を用いた独特なデザインのフロント・ランプにより、レンジローバーのフロントフェイスは大胆な進化を遂げています。また、デザイナーによる精巧なデザインが高性能カメラ・レンズに似たメイン・プロジェクター・ビーム・ユニットに施されています。
LED技術を用いた特徴的かつ斬新なデザインのリア・ランプ類は、現行モデルのデザインから出発しました。テールランプとストップランプの主要部は大胆な四角いパターンですが、方向指示器のデザインは、現行モデルに採用された「トリプル・ライン」デザインを新たに解釈したものです。
照明システムは、テールゲートの全幅に及ぶスポイラーの下に配置され、車の後部で刺激的な光のブレードを生み出す「点灯すると姿を現す」ハイマウントLEDストップランプで完結します。
1.2　　レンジローバーのインテリア – 最も居心地が良い空間
ジェリー・マクガバンは、「レンジローバーのインテリアは特別なものです。乗りこんだ人が、これ以上居心地が良い空間はないという気持ちになります。この新型モデルでは、全く新しい次元の品質と洗練味を実現する非常に現代的なデザインを施したうえで、従来と全く同様の落ち着きをもたらすよう尽力しました。」と述べています。
デザイナーは、レンジローバーの特徴的なデザイン要素を取り込んだモダンでシンプルなキャラクターを備えつつ、斬新で現代的な処理が施されたインテリアを作り上げることを目指しました。
キャビンは独創的な力強い構造形態を維持しています。最高級のレザーとベニアを用いて完璧に仕上げられた、極めてシンプルで洗練された表面がそれを際立たせています。
レンジローバーの特徴的なインテリア・アーキテクチャーに基づき設計されたキャビンでは、インストルメント・パネルの鮮やかなホリゾンタル・エレメント（水平のライン）とセンター・スタックのバーチカル・ライン（垂直のライン）が大胆に交差しています。
ドライバーと助手席乗員の間にある幅広いセンター・コンソールが、キャビンの中心を通る力強く新しいデザインを作り出しています。このコンソールのベニア表面には、サポート・トリム上に浮いているかに見えるほど美しく整えられており、ディスプレイ上の高品質な素材も目を引きます。
インテリアを洗練し、よりシンプルにしようと努めた結果、インストルメント・パネルとコンソールのシンプルで現代的なラインが生まれました。たとえば、コントロール部のレイアウトでスイッチの数が半減されたため、より洗練されたコクピットとなり、ドライバーは落ち着いた環境で運転ができます。
デザイナーは、後部座席の快適性にも特別な配慮を施しました。新型レンジローバーでは、レッグルームのスペースが大幅に拡大され、フルアジャスタブル・セパレート・シートを2つ備える豪華なエグゼクティブ・クラスのオプションが用意されています。
素材の品質は新たなレベルへ
新型レンジローバーでは、素材の品質レベルが新たな次元まで昇華しています。キャビンのシンプルで洗練されたラインが、完璧な仕上げと細部への配慮を表しています。
インテリアは美しいレザーとベニアなど、高品質の天然素材で覆われており、美しく仕上げられたメタル・フィニッシャーがより質感を高めています。インストルメント・パネルやドア・トリムなどの表面はすべて、ソフトでラグジュアリーなラップ仕上げが施され、キャビンの視覚的・触覚的な魅力がさらに増しています。
真のレンジローバー・スタイルでは、異なる3種のグレードの最高級レザーをふんだんにインテリアに用いて、シートはもとよりインストルメント・パネルやドアや天井に至るまで、ほぼすべての表面を覆っています。上級モデルでは、上質な柔らかさと自然な風合いを実現するために、厳選された美しく柔らかい高級皮革であるセミ・アニリン・レザーが使用されています。
ラグジュアリーなレザー・シートとラップインテリアの表面は、伝統的なクラフトマンシップによる見事な二重ステッチで仕上げられています。
ステッチの各要素については、ステッチの長さと方向からはじまり、糸の紡ぎ／厚さ／素材に至るまでレンジローバーの専門家が的確に指定しています。最高品質の仕上げが常に確保されるように、針のサイズと形状さえ決められています。
サステナブルな資源から得られた3種類の本物のウッド・ベニアを含む、選りすぐりの上質なベニアとフィニッシャーのラインアップにより、大胆なインテリア・アーキテクチャーが際立ちます。センター・コンソールとドア・パネルに用いられるベニアの表面仕上げは、熟練のレンジローバー専門家の手作業によるものです。  

細部への徹底的なこだわり
キャビン全体にわたる細部への徹底的なこだわりにより、素材の品質向上と、インテリアの大胆なアーキテクチャーおよびクリーンな表面をより一層強調されています。
このように非の打ちどころのないクラフトマンシップを重視する姿勢は、クールな触感と魅力的な外観を備え、上質なレザーとベニア表面と絶妙な対照をなしている、真のメタリック細部によく表れています。
特筆すべき例は、センター・スタックの両側にある大胆な艶消しアルミ・ピラー、精密機械加工仕上げが施されたトランスミッション・ロータリー・セレクター、サテン・クロムのキー・ラインを特徴とするブレードを備える独特なエア・ベントなどです。
細部への気配りを象徴するセンター・スタックのアルミ仕上げは、見事な仕上げを確保すべくアルミ材料に20以上の異なる処理を加えるという独自のアプローチを用いて作られています。
センター・コンソールのシンプルで滑らかなラインは、ベニア表面／制御パネル／物置の細部まで行き届いたデザインによってもたらされています。この格好の例が、カップ・ホルダーを覆うスライド・シャッターです。このシャッターには、センター・スタックのくぼみにスムーズに滑り込む、美しく作り上げられた丈夫な蓋が付いています。
お客様は、洗練されたLEDムード照明も評価されることでしょう。これは、インテリアの上質な雰囲気を高め、キャビンの独特の構造を強調するように慎重に設計されています。上級モデルでは、照明を調整することがで、気分に応じて色を変えることができるのです。
1.3　　お客様に究極のビスポークを
世界中のレンジローバーのお客様は、高いレベルで自らの嗜好にあった組合せを選択することを求めています。新型モデルでは、究極のビスポーク・カーのために多種多様なカラーウェイ、フィニッシャー、シート・オプションや、また、特別なディテールを用意しています。
レンジローバーの比類のないラグジュアリー感を、各装備、色や素材を自由に選ぶことで自分好みに仕上げることが可能です。例えば、デザイナーズチョイスのカラーコンビネーション・リストを参考に、調和のとれたカラー・テーマ毎にインテリアを自由に選択することができます。
新型レンジローバーに新たに導入された装備としては、より豊富になったインテリアおよびエクステリア・カラーのチョイス、最大22インチのアルミ・ホイール、贅を尽くしたエグゼクティブ・クラスのシート・パッケージなどです。
上位グレードのオートバイオグラフィー・シリーズでは、22種類にものぼる幅広い専用色を取り揃えるなど、目の肥えたお客様に向け高いレベルでのビスポークを提供します。
レンジローバーのお客様が自分自身の特別な一台を作ることができるように、次のような豊富なオプションを用意しています。
· 17種類のインテリア・カラー・テーマと様々なシート・カラー
· 3種類のインテリア・ベニア（発売時、その後さらに追加）

· 3色のヘッドライニング・カラー
· エグゼクティブ・クラス・リアシート・パッケージ
· 37色のエクステリア・カラー（22種類の独特なオートバイオグラフィー専用色を含む）

· 2色のコントラスト・ルーフ・カラー – サントリーニ・ブラックとインダス・シルバー
· 8種類のアルミ・ホイール・デザイン（19インチ、20インチ、21インチ、22インチの各ホイール）

· エクステリアを際立たせるオプションのダーク・アトラス仕上げ
· フルサイズのパノラミック・ルーフ
· イルミネーティッド・プレート
· 電動サイド・ステップ
· 電動トウバー
2. 　比肩するものなき幅広く、高い性能
卓越したオールテレイン性能とパフォーマンスは、40年以上前に導入された初代からレンジローバーのDNAの根幹であり続けています。
2012年に登場するこの第4世代でも、レンジローバーの遺伝子は同様に健在です。実際、最新のボディおよびシャシー・テクノロジーを採用することで、オンロードでのハンドリング性能や洗練性と、幅広くさまざまなオフロードに対応可能な性能の両面で、より高い次元へと昇華しています。
レンジローバーのビークル・ライン・ディレクターのニック・ロジャーズは次のように述べています。「我々は、これまでで最も多用途性と走破性に優れたレンジローバーとなるようにこの車をゼロから設計しました。当社のお客様は、レンジローバーのことを求められていることは何でもこなせる万能車だと考えています。そのため、改めてお客様の期待を上回るべく、これまでの経験と技術のすべてを注ぎ込みました。」
2.1　　クラス最高峰のオールテレイン性能　－　革新的なテレイン・レスポンス®システム
過酷な気候と路面に対応できる車である、というランドローバーの有名な伝統に基づき、新型レンジローバーは、どのような状況にも沈着に対処できるクラストップのオールテレイン性能を実現すべく開発されました。
先進の軽量ボディ構造、最先端技術による新しいサスペンション設計や、独自のテレイン・レスポンス®技術を採用することで、新型レンジローバーは、オンロード性能と卓越したオフロード性能の両面でその水準をさらに高めています。
ランドローバーの画期的な次世代型テレイン・レスポンス®システムは、賞を獲得した従来型システムの機能を新たな高みへと引き上げた、業界をリードする革新的テクノロジーであり、今回初めて導入されました。
オールテレイン・テクノロジーで豊富な経験を持つレンジローバーの専門家からなる少人数のチームが開発したテレイン・レスポンス® 2 の特徴は、最新式の「インテリジェント」システムを用いて現在の走行条件を分析し、最適なテレイン・プログラムを自動的に選択する、オート機能です。
車が常に最適なモードで走行するように、新しいシステムは、General（オンロード）、Grass（草地）/Gravel（砂利）/Snow（雪）、Mud（泥）/Ruts（轍）、Sand（砂地）、Rock Crawl（岩場）という5つのモード設定を自動的に切り替えることができます。従来のオールテレイン・レスポンス®システムと同様、各設定で操縦性とトラクションが最適化されます。そのために、車のエンジン、ギアボックス、センター・デフ、およびシャシー・システムのレスポンスが地形に合わせて制御されます。
このシステムは完全に自動的に機能しますが、テレイン・レスポンス® 2では、必要であるとシステムが判断した場合にロー・レンジあるいはオフロードでの最低地上高を選択するタイミングをアドバイスするといった追加情報がドライバーに提供されます。
レンジローバーのチーフ・プログラム・エンジニアのアレックス・ヘスロップは次のように述べています。「困難な状況に対処する際にドライバーが車のポテンシャルを最大限に活用することをサポートする技術において、ランドローバーのテレイン・レスポンス®システムは常に業界をリードしてきました。自動モードを追加することで、ランドローバーはさらなる革新をもたらします。ドライバーは、どんなに過酷な状況であっても走行中のあらゆる瞬間に最良のモードに車が設定されるため、システムが持つ全機能の恩恵を受けることができます。」
テレイン・レスポンス®システムを補完するために、新型レンジローバーでは、独自のオールテレイン技術を利用して、パフォーマンスと安全性を最大限に高めることもできます。例えば、ヒル・ディセント・コントロール（HDC）、グラディエント・リリース・コントロール（GRC）、ヒル・スタート・アシスト（HSA）、ダイナミクスタビリティ・コントロール（DSC）、電子制御トラクション・コントロール（ETC）、ロール・スタビリティ・コントロール（RSC）などです。
最新のチューニングと機能性の向上に加え、これらの制御およびスタビリティ・システムの働きが、迅速なレスポンス、円滑で静かな、そして正確な動作を可能にする、ボッシュ社の6ピストン・ブレーキ・モジュレーターによって向上しています。
最先端の軽量サスペンション構造
新型レンジローバーのより高められた走破性を支えるもう1つの大きな要素は、最先端の軽量サスペンション構造です。
高級AWD車向けの次世代サスペンション・コンセプトを特定すべく広い範囲でランドローバーが実施したリサーチ・プログラムの結果に基づき、クラス最高峰のビークル・ダイナミクスを実現する斬新な設計がサスペンション・システムに採用されています。
主に軽量アルミ部品から構成されるサスペンション・コンセプトは、独立懸架式で、前輪にはワイドなホイールトラベルを確保したダブルウィッシュボーン、後輪には先進的マルチリンク・レイアウトを採用となりました。
新しいサスペンション・システムにより、クラス最高のホイール・ストロークが実現します。前輪の動きは260mm、後輪の動きは310mm（競合他車の多くは200mm未満）と、過酷な状況に対応できる車輪のスムーズな動きをもたらしています。
従来のレンジローバーと同様、オンロードとオフロードの両方における車の多用途性を最適化するように、軽量シャシー構造が前後のエア・サスペンションと組み合わされています。アクスル・アーティキュレーションを最大化するためクロスリンクされているエア・サスペンションは、様々な車高調整に対応します。
乗り心地と最低地上高を迅速に変える機能の両面において優れた性能を達成するために、エア・サスペンションの設計が全面的に見直されました。
レンジローバーである限り欠くことができない乗り心地の良さは、小さい凸凹をより効果的に吸収する、新しい低ヒステリシス・フロント・エア・サスペンションを装備することでさらに向上しています。このスプリングには、金属ケーシングで保護された薄い柔軟な素材が使われています。
ダイナミック・レスポンスとアダプティブ・ダイナミクス
新型レンジローバーに搭載されたサスペンション・システムは、ビークル・ダイナミクスを最適化する高度なシャシー・テクノロジーを用いることでさらなる性能強化が施されました。
レンジローバーとしては初めて、ランドローバーのダイナミック・レスポンス・アクティブ・リーン・コントロール・システムを搭載します。SDV8モデルとLR-V8  S/Cモデルに標準装備される、レンジローバーに搭載されるこのシステムでは、優れた性能を実現する次世代型の2チャンネル技術が用いられています。
ダイナミック・レスポンスは、コーナリング時の車体のロールを著しく抑制することで、ハンドリングと走行性能を一変させます。最新の2チャンネル・システムは、フロント・アクスルとリア・アクスルを独立して制御することができ、そのため、高速での制御とスタビリティが向上するだけでなく、低速での機敏性を高めるように調整することが可能になります。
また、この新しいシステムは、起伏のある路面によって誘発される車体の揺れを検知、除去することで、乗り心地を向上し、がたがたとした揺れを低減するように設計されています。
従来のランドローバー・アクティブ・リーン・コントロール・システムと同様、このシステムを搭載することによりオフロード走破性が向上します。システムがオフロード状況を検知すると、制御モジュールがスタビライザー・バーを分離し、ロール補正のレベルを下げます。これにより、サスペンションのよりスムーズな動きが可能になり、ロードホールディングが向上します。
連続可変ダンパーを備えるアダプティブ・ダイナミクスは、新型レンジローバー全車に標準装備されます。ソフトからハードまでの減衰力を連続可変制御することにより、乗り心地と操縦性の最適なバランスを実現します。
アダプティブ・ダイナミクス・システムは1秒間に500回以上車両の動きをモニターし、ほぼ瞬時にドライバーまたは路面からの入力に反応します。そして操縦性を向上させ、ロールは最小限に抑え、フラット・ライドを実現します。このシステムはオフロード状況も感知し、それに応じて減衰力を最適化します。
フルタイム・インテリジェント4WDシステム
レンジローバーは、グリップが低い最も厳しい路面でも走行可能なことでその名を馳せていますが、最新モデルにもレンジローバーの定評あるフルタイム・インテリジェント4WDシステムが搭載されています。この4WDシステムには、オフロードの困難な状況やけん引時に威力を発揮するロー・レンジンを備えた2速トランスファー・ボックスが採用されています。
この4WDシステムの心臓部は、トルク配分が50/50の、ベベル・ギア式センター・ディファレンシャルを介した常時四輪駆動を実現するトランスファー・ボックスです。優れたトラクションとダイナミクスタビリティーが、センター・ディファレンシャル・ロックとトルク配分機能を備える電子制御マルチ・プレート・クラッチによって確保されています。
一連の車両センサーからのタイヤスリップ情報に基づき、制御装置がマルチ・プレート・クラッチを用いて最適な方法で車輪間にトルクを配分します。この装置は、最新式の電子トラクション・コントロール・システムと連動して機能します。
トランスファー・ボックスには2速フル・シンクロナイズド「シフト・オン・ザ・ムーブ」システムを採用し、ハイ・レンジとロー・レンジの選択ができます。このシステムにより、ドライバーは車を止めることなく時速60kmまでの速度でレンジを変更できるため、困難な状況において極めて柔軟な対応が可能となります。
ハイ・レンジではギア比が1：1の直結となり、ロー・レンジではギア比が2.93：1の駆動となり、オフロード走行や重いトレーラーのけん引に適した極端な低速走行を可能にします。 

極端な状況におけるトラクションとスタビリティをさらに最適化するために、SDV8モデルとLR-V8 S/Cモデルでは電子制御リア・ディファレンシャルを選択することもできます。
ドライバーに大いなる安心感と操縦可能感覚をもたらすコマンド・ドライビング・ポジション
道路状況にかかわらず高い安心感とコントロール可能という感覚をドライバーにもたらすコマンド・ドライビング・ポジションは、レンジローバーには必要不可欠なDNAです。
従来モデルと同様に、新型レンジローバーでは、高いシート・ポジションでドライバーが真っ直ぐな姿勢を保てるため、車とその周囲を、余裕を持って見渡すことができます。
高い着座位置によってもたらされるドライビング感覚は、車のシート・ポジションが外側寄りにあるため側方をはっきりと視認できることと、また、ボンネットの特徴的なくぼんだ外形越しに前方をはっきり視認できることによって強固なものとなります。これらはすべて、レンジローバーの独創的な特徴の一部です。
開発プロセス全体では最新式の3D CAVEバーチャル・シミュレーターをその大半で用いることで、車両デザインとインテリア・パッケージを細部にわたって最適化し、この新型モデルはクラスをリードする広範囲の視界を確保、また、車室内の開放感も著しく向上させました。
実際前席に座ると、上方の視界が広くなり、起伏のある地形での視認性が向上し、また頭上の標識と信号がよく見えるようになっています。
すべてのレンジローバーと同じく新型モデルにおいても、オフロードでの頭部の動きへの対策を含め、ヘッドクリアランスの目標が設定されました。確実にこれらの目標を達成したことにより、余裕のあるヘッドクリアランスが設けられ、オフロード走行時のゆとりが改善されました。
クリアで洗練されたレイアウトがもたらす直感的なスイッチ操作
コマンド・ドライビング・ポジションによって高まる、穏やかで余裕あるドライビング・エクスペリエンスを向上させるため、新型レンジローバーには緻密に構想されたスイッチ類とディスプレイが搭載されています。このシステムは、スタイリッシュでまとまったレイアウトと最新機能を兼ね備えています。
スイッチ類のレイアウトは大幅にシンプルにされ、その数が半分になりました。その結果、クラス最高の使いやすさと直感性を実現しただけでなく、キャビンのクリアで洗練されたラインがより引き立つようになりました。
現行モデルが先鞭をつけた最新式のディスプレイ技術の開発を経て、新型レンジローバーに2つの主要な高解像度ディスプレイ画面が搭載されています。これは、主要インストルメント・パネル用の12.3インチ・ディスプレイと、インフォテインメント／二次機能用の8インチ・タッチスクリーン・ユニットで、オプションとしてデュアル・ビューが用意されています。
両ディスプレイのデザインは極めて洗練されており、立体表示的な印象を作り出すように緻密に設計され、繊細なクロム装飾で美しく浮かび上がります。各ディスプレイの内容は運転状況に合わせて調整できます。たとえば、不要な詳細情報を非表示にしたり、最も重要な情報を明確かつシンプルに表示することができます。
この直感的で洗練されたデザインは、センター・コンソールのロータリー・ドライブ・セレクトおよびテレイン・レスポンス®コントロール、ヒーター／ベンチレーション／エアコン・ダイヤル、ツイン5ウェイ・トグル・スイッチ、ステアリングに配された補助機能といった、他の主要操作類に反映されています。
総合的な性能を考慮した設計
新型レンジローバーは開発の初期段階から、過酷な地形への対応からクラス最高峰のけん引機能に至るまで、レンジローバーの特徴的な多くの機能が装備されるように設計しています。
新型モデルが、レンジローバーの伝統を忠実に受け継ぐためには、この性能を支える基本的な設計要件に絶えず注意を払うことが必要でした。設計要件とは、極めて堅牢な構造を開発すること、オフロードでの機敏性をもたらす適切なボディ形状とサスペンション性能を実現すること、そして十分なけん引能力を統合することです。 
新しいボディ構造の最適化は、ランドローバーがかつて取り組んだことがない程広範囲にわたりましたが、まずは優れた強度と耐久性に、高い安全性を確保した上で、重量は最小限におさえることを可能にすることから開始しました。このプロセスの範囲は、最新式のコンピュータ・シミュレーションで、延べ1,000年をはるかに上回るプロセッサ時間を要するほどのものでした。
「溝に落ちる」衝撃のような、ボディ構造を極限まで追い込む過酷なオフロード状況を分析するため、エンジニア達は衝突のモデル化によく用いられる専用シミュレーションを採用しました。
新型レンジローバーでは、あらゆる地形状況に対応可能なボディ・ジオメトリーがさらに強化され、最低地上高は17mm増えて303mmとなり（オフロードでの地上高を測定）、アプローチ・アングルとデパーチャー・アングルが改善されています。アンダー・フロアは悪路走行時にサスペンション・コンポーネント間の下回りが当たらないようにカバーされており、損傷・損害を受けにくいように設計されています。
渡河水深限界も200mm増えて900mmと、著しい向上を果たしました。これは、車の両側にある内側と外側のボンネット・パネル間に空気を取り込み、その後、空気がエンジン・ルームの両側で機構に流れ込むという、革新的な吸気システムがその実現の一翼を担っています。
改良が施されたエア・サスペンション・システムも、オフロード走破性の著しい向上に寄与しました。これは、オフロード設定が選択されているときに地上高が+55mmに固定されるのではなく、2種類の地上高（+40mmと+75mm）の間で変化する自動システムを導入したことによります。
これにより、時速50km未満での最大地上高が20mm増えました。一方、+40mmという中間設定は、以前よりもはるかに高速（時速80km）でオフロード・モードを利用できることを意味しています。これは、轍の多い荒れた道を長い時間走る時に極めて有効です。
繊細なセッティングにより、サスペンション・システムが水深の深い場所を走行する状況や、地面との接触を防止するために最低地上高の調節が必要であるような状況を検知することもできます。
新型レンジローバーではGWTが3,500kgと、クラス最高のけん引能力をもつモデルとしての地位がさらに固いものとなり、また、新しい電動トウバーを利用することもできます（各市場に導入されるモデルの仕様で異なります。）けん引作業を効率化する重要な追加機能には、ヒッチングと後退を容易にするけん引補助機能を備えるサラウンド・カメラ・システムとトレーラー・スタビリティ・アシスト・システムなどがあります。
レンジローバーのチーフ・プログラム・エンジニアのアレックス・ヘスロップは次のように述べています。「従来のレンジローバーと同様に、新型モデルをクラスで最も広範な機能を装備するように設計しました。これは、完全に目的にかなう車です。また、新型モデルは、ランドローバーの伝統的テストである、過酷極まりない条件下で18か月に及ぶ厳しいテストを通じ、開発工程の要求事項を確認してきました。」
ランドローバーの堅牢さと耐久性
最新式のバーチャル・シミュレーション・ツールを用いた、かつてない設計開発プロセスに続き、ランドローバーの過酷なオン/オフロードテスト開発テストを経て、新型レンジローバーは、卓越した耐久性と信頼性が強固なものとなるように設計されました。
初期の設計と最適化はほぼ例外なくコンピュータ・シミュレーションで実施されますが、車の性能と堅牢性は実際に車両を用いた走行テストとコンポーネントなどの装置ベースの両方で、広範な物理的テストが実施され、検証されています。
すべての部品とシステムについて、合計で2万回をはるかに超える物理的試験を実施しましたが、それは、実際の開発車両を用いた、18か月にわたる20か国以上での極限的な気候や路面における走行距離何百万マイルにもおよぶ、過酷なテストでした。
砂地、泥、雪といった困難なオフロード状況でプロトタイプ車両を走らせ、深水に浸かった走行、アンダー・フロアの脆弱性、スナッチからの復帰、最大GTWでのけん引などについてテストしました。さらには、高速で縁石に突っ込む、橋から飛ぶ、溝に落ちる、横向きに縁石に衝突するといった最悪のシナリオを含む、過酷な堅牢さの試験も実施されました。
長く厳しいテスト・プログラムでは、中東の灼熱の砂漠での1か月にわたる「砂の王」耐久性テスト、ニュルブルクリンク・サーキットでの5,000マイルに及ぶ全速での耐久走行、イギリス性能試験場における数千マイル走行を伴う厳しいオフロード試験サイクルなど、耐久性と信頼性を確固たるものとすべく、究極の課題が与えられました。
2.2
レンジローバーのパワートレイン
高い評価を得ているトルクが豊かなガソリンおよびディーゼルのエンジンをラインアップし、スムーズでレスポンスの速い8速オートマチック・トランスミッションと組み合わされる新型レンジローバーでは、誰でも難なく快適な走りと高い洗練性を体験できます。
軽量アルミニウム・プラットフォームは、性能と燃費を大幅に高め、CO2排出量を著しく低減するのに貢献しています。
新型レンジローバーのパワートレインにおける革新は、ランドローバーの最新式TDV6ディーゼル・エンジンが搭載可能になったことです。このエンジンは、優れた性能と卓越した効率を兼ね備え、CO2排出量を196g/kmを実現しています。
洗練を極め、レスポンスに優れたTDV6ディーゼル・エンジン　（市場により導入は異なる）
初めてレンジローバーに搭載される、洗練された超高効率を誇る最高出力258PSの3.0リッターTDV6ディーゼル・エンジンは、快適な走りとかつてない優れた燃費および低エミッションを実現します。
新型レンジローバーの革新的な軽量化テクノロジーにより、TDV6エンジンのパフォーマンスは現行のTDV8モデルの優れた性能に匹敵するほどまでに高められ、同時に、燃費は向上し、ストップ/スタート・システムを装備した場合のCO2排出量は22%も下がって196g/kmとなります。
600Nmという極めて高いトルク性能を誇るTDV6は、洗練され、スムーズでレスポンスの良いパフォーマンスにより、0 – 60 MPH加速はわずか7.4秒です。
洗練された性能と卓越した効率を前例のないレベルで両立させるために、TDV6エンジンは新型モデル向けに大幅な最適化が図られました。
このエンジンでは、燃料噴射をより的確に行い、優れた霧化を可能にする新しい8ノズル・ローフロー・インジェクターが採用されています。また、ツイン・インタークーラーを備える、改良型の吸気システムが優れた吸気冷却を実現し、また、燃料消費量とCO2排出量をさらに低減する最新のタンデム・ソレノイド・インテリジェント・ストップ/スタート・システムが装備されています（市場により導入モデルの仕様は異なります）。 
V6エンジンはSDV8と同様に、回転域全体で優れた性能とレスポンスを実現する革新的なパラレル・シーケンシャル・ターボチャージング・コンセプトに基づき設計されています。
レンジローバーの優れたSDV8ディーゼル・エンジン　（市場により導入モデルの仕様は異なります）
秀逸なSDV8ディーゼル・エンジンは、レンジローバー専用に設計されたものです。新型モデルの最高出力は9%増の339PSになっています。4.4リッター「スーパーディーゼル」は、十二分なパワーと極めて低いCO2排出量、そして圧倒的なレベルの洗練性を同時に実現させています。
1750～3000rpmの範囲で700Nmという高トルクを生み出すSDV8エンジンは、素晴らしく快適な走りを実現し、0—60 MPH加速は現行モデルよりも1.0秒も速い、わずか6.5秒です。  

このエンジンの優れた燃料効率は、229g/kmというCO2排出量に反映されており、これは、現行モデル比で10%の削減となります。
SDV8は先進のディーゼル・テクノロジーにより、操縦性と洗練性を比肩のないレベルで両立させています。最も注目すべきは、全回転域で優れた性能とレスポンスを実現する革新的なパラレル・シーケンシャル・ターボチャージング・コンセプトです。
新型レンジローバーの出力増大は、ツイン・インタークーラーを備える改良型吸気システムと最適化されたキャリブレーションにより実現されました。また、鋳造合金（鉄に代わって）エンジン・マウントと設計変更されたオイル・パンを用いることで10kgの軽量化に成功しています。
圧倒的な最高出力510PSを誇るスーパーチャージドV8エンジン
比類のない最高出力510PSを誇るスーパーチャージドV8エンジンは、レンジローバー・ラインアップの最高峰に位置しています。
パワーとトルクに十分な余裕があることは、0—60mph加速が現行モデルよりも0.8秒速い5.1秒であることからも証明されています。これはすべて、洗練を極めることにより実現されました。
新型レンジローバーでは、効率が一層向上し、CO2排出量が現行モデルに比べ7%低い322g/kmとなりました。
LR-V8は、コンパクトな軽量オール・アルミニウム・エンジンで、クラス最高レベルの低フリクションを誇ります。新型モデルでは、最新のボッシュ・エンジン・マネージメント・システムに合わせてエンジンが最適化されています。
このエンジンの特徴は、業界をリードするセンター・マウント式の多孔式スプレーガイド・インジェクション・システムによる高圧直接噴射です。革新的なカム・トルク駆動型デュアル独立可変カムシャフト・タイミング・システム（VCT）によって効率がさらに向上しています。
最高出力510PSを発生するこのエンジンには、優れた熱効率と極めて低い騒音レベルを可能にする第6世代ツイン・ボルテックス・システム（TVS）スーパーチャージャーが搭載されています。
改良されたパワフルな5.0リッターV8

最高出力375PSを生み出す最新の5.0リッターLR-V8ガソリン・エンジンは、レスポンスに優れたスムーズな走りと完璧な洗練性を高いレベルで両立させています。
新型レンジローバーはその軽量構造により、0—60mph加速は現行モデルよりも0.7秒速いわずか6.5秒を達成、極めて高い性能を実現しており、効率もさらに向上しています。燃料消費量とCO2排出量が8%削減され、CO2排出量は299g/kmとなりました。
LR-V8 スーパーチャージド・エンジンと同様に、5.0リッター自然吸気エンジンも、そのコンパクトな軽量設計で有名です。また、ボッシュ社の最新型のエンジン・マネージメント・システムに合わせて再び最適化が図られました。さらにこのエンジンは、最先端の直噴技術とVCT技術をスーパーチャージド・エンジンと共有しています。
回転域全体で発生するトルクを大幅に上げるために、最高出力375PSエンジンには、カム・プロファイル切り替えシステムと可変吸気マニフォールド・システムが搭載されています。
最先端の8速オートマチック・トランスミッション
新型レンジローバーのガソリンおよびディーゼル・エンジンの全てに、最先端の電子制御ZF 8HP70 8速オートマチック・ギアボックスが組み合わされています。レンジローバーのエンジニアによって調整されたギアボックスにより、非常に滑らかなシフトと並外れて迅速なレスポンスおよび優れた燃費を実現します。
8段クロスレシオのオートマチック・トランスミッションを採用しているため、変速したことをほとんど感じることがありません。人間の平均的な安静時心拍数の4分の1にあたる短い時間、わずか200ミリ秒でシフトが完了します。
ステアリングに標準装備されたパドルシフトを用いて、ドライバー自らシフトチェンジを行うことができます。多段シフトダウンも可能で、スムーズに変速されます。
最適化された軽量8速トランスミッションは、太いトルクを発生させるガソリンおよびディーゼル・エンジンと完璧な組合せとなり、優れた燃料効率に貢献しています。
このトランスミッションは、スリップロスとエネルギーロスを低減するため可能な限り迅速にトルク・コンバーターのロックアップを選択するように調整されています。ギア比がよりワイドで、オーバードライブ・トップ・ギア比が高いこと、そして同時に締結・開放されるクラッチが2組だけであることなど、これらすべてが燃費の向上とCO2排出量の低減に寄与しています。
トランスミッション・アイドル・コントロールが、停止中やアイドリング中の駆動力を70%解除し、市街地における燃料消費量を大幅に低減します。低温状態では、迅速なウォーム・アップを促し、可能な限り早期にエンジンが効率的な作動温度に達するように、トランスミッションが低いギアを選択します。
油圧作動システムは、改良されたポンプとギア・コントロール・エレメントにより効率を高めるように設計されています。

2.3
効率向上がもたらすサステナビリティの向上
ランドローバーは、製品と経営の両面でサステナビリティを向上させるべく取り組んでおり、同時に高い信頼性と高い理想を実現した自動車をお届けできるよう日々注力しています。そして新型レンジローバーは、その両面を体現しています。 

新型レンジローバーは、まったく新しい軽量アルミニウム構造と、追って導入されるディーゼル・ハイブリッドを含む最適化されたパワートレイン郡をラインアップし、低CO2社会から受け入れられる自動車に対する高まる需要に対応しています。
当社は、開発、製造から実際の利用、廃棄まで、自動車のライフサイクル全体を通じて、環境への負荷を減らすため包括的なアプローチに取り組んでおり、それが環境面での貢献につながるものと確信しています。

世界初の軽量アルミニウム構造のSUV

新型レンジローバーは、先進のオール・アルミニウム構造からなる世界初のSUVです。これにより大幅な軽量化、性能の向上、サステナビリティの向上を実現しています。

このまったく新しい軽量構造は、次世代のレンジローバーSUVの基盤であり、100万ポンドの投資計画が結実したものです。ジャガー・ランドローバー社はこの次世代型の設計により、2003年以降量産体制となった、航空宇宙工学を応用した高性能軽量アルミニウム構造分野における業界きっての旗手としての地位を強固なものとしています。
新型レンジローバーのオール・アルミニウム製軽量モノコック構造では、現行のスチール・ボディと比べて39%の軽量化を達成し、ボディシェルだけでも180kgを超える軽量化を実現しています。 

このアルミニウム構造は、クラス最高峰の軽重量を誇るだけでなく、驚くべき堅牢さも兼ね備えています。車体は、すべてのランドローバー車と同じく、過酷なオフロード衝撃に耐えられるよう設計されています。

シェルの接続部は、航空宇宙産業で開発された技術にならいジャガー・ランドローバーが自動車製造用に合わせて採用した、リベット溶接および接着剤で接合しています。この構造では、スポット溶接などといった、従来のようなエネルギー集約型の製造方法は必要ないため、新型レンジローバーはまったく新しい最先端の車体工場で製造されます。

最適化された構造により実現した、軽量、堅牢、洗練味
今回開発された軽量アルミニウム・ボディ構造は、ランドローバーがこれまで行ってきた集約的な開発と最適化プロセスによって実現したものです。最先端のコンピュータ・シミュレーション・ツールをかつてないほど活用し、のべ1000年分以上のプロセッサ時間を費やして、優れた効率的な構造が生みだされました。

エンジニア達は、最新の「多次元」CAE最適化ツールを使用し、軽量化を図るとともに、並外れた剛性と洗練性、そして際立った安全性能を実現しました。

高性能シミュレーション・ツールは通常、衝突時のモデリングに使用されるものですが、今回は、ランドローバーを開発する際に通常主要部分となる、厳しい負荷がかかるオフロード・ケース、例えば、「溝に落ちたとき」の影響を細かく解析することなどにも、このツールを用いました。
このような重量効率の高いボディを製造するためには、構造全体の中でさまざまな形状のアルミ部品をうまく組み合わせて使用しなければなりません。つまり、プレス・パネル、鋳物、押出および圧延アルミ合金部品などを、負荷が最も高い部分が、高い強度を持つよう、厳密に最適化された構造として組み合わせます。

こうして最適化された構造は、素晴らしく強靱で安定したセーフティ・セルによって乗員を保護し、優れたNVHとビークル・ダイナミクスを実現する非常に堅牢なプラットフォームとなります。

より軽量化を図り、性能を向上させるために新規で採用されたものとしては、例えばクラッシャブルゾーン内における高強度AC300アルミの利用があります。これを自動車製造に採用するのは今回が初めてです。その他、自動車に初採用された例としては、車両のボディサイドを1枚のアルミ・パネルでプレスしたことなどが挙げられます。このような処理により接続部の数を減らし、複雑な部品を減らすと同時に構造の完全性を向上させることが可能になりました。

軽量化技術による最大420kgの削減　（ディーゼル車のみ、ガソリン車の場合はおよそ暫定値345kg）
ランドローバーのエンジニア達は、最先端の軽量構造に加え、車両全体でも大幅な軽量化を施し、車両総重量を420kgも削減することに成功しました。

新型レンジローバーの効率向上はディーゼル・モデルで最も高い効果をあげました。車両の軽量化により、従来のTDV8モデルと同じ高い走行性能を維持しながら、より軽量のTDV6エンジンを搭載することが可能になりました。TDV6レンジローバーでは、420kgもの軽量化により燃費が大幅に向上し、同時に最大22%のCO2排出量削減を実現しています。

レンジローバーのエンジニア達は、軽量化が可能なあらゆる箇所を積極的に追求し、厳密な開発および最適化プロセスを通じて、劇的な軽量化を成し遂げました。軽量アルミ・ボディ構造に加え、次のような車両軽量化テクノロジーを採用しています。

· 4.4リッターTDV8ディーゼル・パワートレインの代替として、3.0リッターのTDV6を採用、性能低下はなし

· 高性能軽量アルミ製側面補強バーを含む、オールアルミ・ドア構造

· 側面衝突による貫入を最小限に抑える、先進の強化アルミ複合材Bピラー
· オール・アルミ製フロント／リア・サブフレームを使用した、新設計フロント／リア・サスペンション

· スプリング、ダンパー、アンチロール・バーの最適化をはかった設計
· 新開発オール・アルミ製ファイナル・ドライブユニットと、最適化された駆動系コンポーネント

· クロス・メンバーおよびフロント・エンド・キャリアに、高精度軽量マグネシウム鋳物を使用

· SMCプラスチックのアッパー・テールゲート・パネル

· 軽量アルミニウム・ブレンボ・フロント・ブレーキ・キャリパー

· 軽量高強度のスチール・シート構造

· 新設計軽量19インチアルミ・ホイール
レンジローバー史上最高の空力特性
新型モデルは、現行モデルよりも丸みを帯びた、流れるようなラインを描き、レンジローバーとしては史上最も空力特性に長けたモデルとなりました。空気抵抗係数（Cd値）も、従来モデルより10%向上し、0.34という優れた値を実現しています。

このような空力特性の最適化は、最先端の流体力学コンピュータ・シミュレーション・ツールを使用し徹底的に行われた開発努力を通じて実現したものです。この作業では、のべ150万時間（170年分以上）のプロセッサ時間を費やしています。

開発プロセスで最適化された特殊な空気力学的イノベーションには、次のようなものがあります。

· アクティブ・ベイン – 新型モデルでは、フロントグリル開口部に初めてアクティブ・ベインを装着しています。これは、空気冷却が不要なときにグリルを閉塞することで空力効率を向上させます。アクティブ・ベインは、電子制御されており、必要な冷却気流に基づいて16か所のいずれかに自動調節されます。この機能は、TDV6モデルの標準装備です（ヨーロッパ地域）。

· エアロダイナミック・アンダー・フロア・パネル  – 大型の軽量パネルを搭載することで、スムーズでフラットなフォルムを成しています。また、フロント／リア・サスペンション・コンポーネントの周辺にはディフレクターを、メインの駆動系コンポーネントの周辺にはフロント／リア・アンダートレイを追加しています。

· 強化されたエアフロー  –  空力効率を改善するための細かな数々の工夫も施されており、これにはAピラーとサイド・ガラスのセミフラッシュ・艶出し加工、テールランプとDピラーに統合されるセパレーション・エッジ、また、ドア・ミラーやアッパー・リア・スポイラーの形状の最適化などが含まれます。

車両のウォーターマネージメントにも配慮が施されています。フロントドア・ウインドウには、水滴をはじく疎水性のコーティングを施しており、ルーフパネルも、テールゲートを開いたときに雨粒が入りにくい形状になっています。リア・ウォッシュ・ワイプも雨粒を排除する設計になっています。

低CO2のパワートレイン・テクノロジー

新型レンジローバーの先進的なディーゼルおよびガソリン・エンジンは、大々的な最適化がなされており、CO2排出量をわずか196g/km程度に抑えながら、燃費を大幅に向上させています。

2013年後半にはエンジンのラインアップが強化され、新型モデルでは、レンジローバーとして初めて、ハイブリッド・パワートレイン搭載モデルが登場します。際立った燃料効率、優れた洗練性と高い走行性能をもたらす、最先端のディーゼル・ハイブリッド・パワートレインが初めて導入されます。(CO2排出量の目標値は169g/km)
燃料効率の最大化を図るため、最新のレンジローバーのパワートレインには、さまざまな低CO2テクノロジーが採用されています。

· ストップ／スタート・システム – TDV6ディーゼル・モデルは、先進のインテリジェント・ストップ／スタート・システムを搭載しており、これにより燃費を5～7%向上させることができます。このシステムは、専用の二次バッテリーを持つ直列式ソレノイド・スターターを搭載し、すぐに再始動できるようになっています。この装備は欧州市場では標準装備となります。

· スマート再生充電 – 充電システムには、自動車が減速するときに充電を優先し、無断になった運動エネルギーを吸収して電装系からの燃料需要を低減させるような、優れたパワー・マネージメント・システムを採用しています。
· 高圧直噴 – ガソリン・エンジンとディーゼル・エンジンの両方に、最新の高圧直噴テクノロジーが搭載されており、高い燃焼効率を実現しています。 

· 最適化された低フリクション設計 – あらゆる不要なフリクション・ロスを排除するための緻密な設計をされた最先端のエンジン・デザインです。

· 電動ファン –  TDV6およびSDV8ディーゼルでは、ビスカス・ファンの代わりに電動ファンを採用し、冷却が必要ないときに関連して出るロスを抑えています。

· 低粘度のトランスミッション・フルード –  8速オートマチックでは、トランスミッション効率を向上させるため、最新の低粘度フルードが指定されています。

新型レンジローバーでは、従来の油圧システムに、エネルギー効率の高い電動パワー・ステアリング（EPAS）を採用することで、燃費をさらに向上させ、CO2排出量を3%以上削減しています。

持続可能なデザインおよびライフサイクル・アプローチ

新型レンジローバーは、包括的に環境上の影響を低減させるため、開発、製造から実際の利用、廃棄後のリサイクル、リユースまで、自動車のライフサイクル全体に配慮する、ライフサイクル・アプローチを念頭に置いて設計されています。

ライフサイクルの各要素は、天然資源消費量の低減、サステナブルな素材の使用、廃棄物の発生を最低限に抑えるなどの観点によって分析しています。開発プロセスでは、ISO 14040/14044に準拠したライフサイクル全体の評価も行います。

新型レンジローバーのアルミニウム構造は、カーボン・フットプリント削減に大きく貢献しています。アルミニウム素材の最大75%が、製造段階で出る廃棄金属のクローズドループ・リサイクルを含むリサイクル素材で、エネルギー・セービングとCO2排出に大きく貢献しています（リサイクル素材で作ったボディ・パネルの場合、新しいアルミニウムを用いた場合のわずか5%しかエネルギーを使用していないことになります）。

製造段階では、溶接などのエネルギー消費の大きなプロセスが不要なため、よりエネルギーを節約することができます。

新型レンジローバーの設計では、リサイクル素材やリサイクル可能素材を可能な限り使用しています。ハイスペックモデルでは、リサイクル・プラスチックを最大31.5kg*使用しており、この結果、レンジローバーという1車種で8,820*トン以上のプラスチックを、埋め立てることなく再利用している計算になります。高級レザーやベニアなどの天然素材および再生可能素材は、1台の車両あたり44.5kg*になります。

ブリッジオブウィアー・レザーは、独自の「低炭素」製造プロセスを使用して製造されており、この点でも環境面に貢献しています。ベニアはすべて、持続可能な森林から伐採された木材を使用しています。

[*注 – 上記のデータは本リリース発信前に確認されたものです]
2.4
先進の車両テクノロジーとセーフティ・テクノロジー

新型レンジローバーでは、広範に渡る機能の数々をさらに強化するため、先進のドライバー・アシスタンス機能（最新のアダプティブ・クルーズ・コントロール・システムなど）から総合的なアクティブ／パッシブ・セーフティ・テクノロジーに至るまで、最先端の車両テクノロジーとセーフティ・テクノロジーを採用しています。

スマート・ドライバー・アシスタンス・テクノロジー

新型レンジローバーには、スマート・テクノロジーが集約されており、ドライバーは心地よく余裕ある運転を楽しむことができます。快適性と安全性を向上させるべく最新のドライバー・アシスタンス機能として、低速での走行時や停止している時でも作動するアダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）が搭載されています。

ACCの標準機能は、ゆっくり走行するときや道路が混雑している時に、前方車両との間で、あらかじめ設定された車間距離を維持することですが、この機能を拡張する新しいキュー・アシスト機能も搭載されており、渋滞の列に入ると停止するようになっています。

前方車両が動き出すと、ドライバーは、アクセルに軽く触れるだけでACC作動を再開することができます。車両は、前方車両との間で所定の車間距離を維持しながら、あらかじめ設定されている運転速度まで加速します。 

ACCとキュー・アシストが搭載されたモデルには、インテリジェント・エマージェンシー・ブレーキ（IEB）機能も搭載されています（詳細は以下参照く）。

混み合う交通状況に対する意識を高めるために、レンジローバーのドライバーは、周辺の危険な車両について警告する新しいテクノロジーを追加することもできます。

ブラインド・スポット・モニタリングでは、側面に搭載されたレーダー・センサーで車両の死角になりやすい場所を確認し、車両を検出するとドライバーに警告します。このシステムは、都市部や混雑した自動車道で通常使用される低速度で動作するよう最適化されています。

この機能と、接近車両検知システムという新機能を組み合わせることで、車両のはるか後方まで見通し、後方から高速で接近している車両や、レーン変更時に危険を及ぼす可能性のある車両を検知できるようになっています。該当する車両を発見した場合は、対応するサイドのドアミラーにブラインド・スポット警告ライトが素早く点滅し、ドライバーの注意を喚起します。

リバース・トラフィック・ディテクションという新機能では、車両の後方に搭載されたレーダー・センサーを使用し、駐車場からバックで出るときなど、後退のときに衝突の可能性がある場合に警告を発します。このシステムは、バック・ギアを選択したときに動き出し、左右いずれかから接近する車両を検出して、衝突の可能性がある場合に警告を促します。

運転中のストレスを軽減させるためドライバー・アシスタンス・テクノロジーとして、アジャスタブル・スピード・リミッター・デバイス（ドライバーが自分の最高速度を設定できる機能）、T字路ビューを備えた最新のサラウンド・カメラ・システム、トレーラー・リバース・パーク・ガイダンスとトレーラー・ヒッチ・ガイダンス、自動ハイビーム・アシストとレベル調整キセノン・ライト付きのヘッドランプなどがあります。

パーク・アシスト機能付きの電動パワー・ステアリング

新型レンジローバーでは、最新の電動パワー・ステアリング（EPAS）テクノロジーを採用し、際立つステアリング・フィールをもたらすと同時に、車両全体のCO2排出量削減に貢献しています。この新しいテクノロジーはパーク・アシスト機能も備えており、これによりドライバーは、適切な並列駐車スペースを識別して、自動的に車両を所定の場所に駐車できるようになります。

このEPASシステムは、ランドローバーのエンジニア達が、レンジローバー・イヴォークのような他の最近の製品に導入したシステムにおける経験を活かし、細かく調整したものです。

このステアリングはギア比可変型システムで、全体としてはクイックなギア比でありながら、例えばステアリングが回転角ゼロのセンターポジション付近にある時には、よりスローなギア比がセットされ、ドライバーにレンジローバーとしての特性でもある高速運転時の安定性とリラックス感をもたらします。

パワー・アシスト量が変化することで、低速運転時にはステアリングが軽く反応が良くなり、一方高速運転では、レスポンスの良さはそのままに安定感が高くなります。

EPASシステムが、雪上から砂地まで異なる路面の摩擦レベルに応じてステアリング・フィードバックを変動できることから、テレイン・レスポンス® 機能も進化しています。

自然で一体感のあるステアリング・フィールを実現するためにコントロール・ソフトウェアに組み込まれた機能として、他にも次のようなものがあります。

· ステアリング・スピードに連動するダンパー
· 接地路面の影響を抑制する、プル／ドリフト（キャンバー）補正

· 最大操舵角までステアリングを切った際、ドライバーにクッションのような感覚をあたえ、急停止の感覚を避ける機能である、ソフト・ロック・ストップ

· ステアリング操舵角が大きくなった際のねじりモーメント（回転トルク）を抑制する、セルフセンタリング機能を改良した、アクティブ・リターン

· 軽快で余分なパワーを要しないステアリングを継続するための、パーキング・トルク・コントロール

軽量ブレンボ・キャリパーを搭載した強力なブレーキ

新型レンジローバーは、あらゆる条件でしっかり停止できるよう、強力なフル・ディスク・ブレーキ・システムを装備しています。フロント・ブレーキには6ピストンの軽量ブレンボ・キャリパーを使用し、性能向上と軽量化の両方を実現しています。

フロント380mm／リア365mmという大きめのディスク径を使うことで熱容量も高くなり、車両単独の場合のみならずトレーラーを牽引する際にも優れた停止性能を示します。

レンジローバーには、電動パーキング・ブレーキ（EPB）が装備されており、リア・ブレーキ・キャリバーを直接動作するようになっています。車両が動き出す際にスムーズで洗練されたオートリリースが可能になるよう慎重に最適化されています。

ブレーキおよびスタビリティ・システムの性能は、最新のボッシュ6ピストン・ブレーキ・モジュレーターを採用することで一段と向上しており、よりクイックな反応とスムーズで静かな洗練された動作を実現しています。

進化したアクティブ・セーフティ・テクノロジー

新型レンジローバーの優れた制動能力は、ブレーキ、スタビリティ、およびトラクションを向上させるための一連のアクティブ・セーフティ・テクノロジーによって支えられています。

レンジローバーとしては初めて、インテリジェント・エマージェンシー・ブレーキを採用しています。この新機能は、アダプティブ・クルーズ・コントロールを搭載した車両に装備され、前方車両が急停止した場合や、他の車両が突然レーンに割り込んできたときなど、衝突回避に向けドライバーをサポートします。

インテリジェント・エマージェンシー・ブレーキ（IEB）機能には、アドバンスト・エマージェンシー・ブレーキ・アシスト（AEBA）も装備されています。運転中、このシステムは前方向レーダーを使用し、同じ方向に進んでいる前方車両を検知、衝突の可能性があるときは視覚および聴覚に訴える警告信号によりドライバーの注意を喚起します。

警告後、衝突の危険性が高くなると、AEBAは急制動に備えてブレーキ・システムを発動し、徐々にブレーキがかけられます。ブレーキ・ペダルを急に踏みこんだ場合は、フル・ブレーキ機能によって制動が行われます。 

衝突回避が難しいと判明すると、ドライバーへの警告が出て、IEBが自動的に緊急ブレーキ圧力レベルを適用し、衝突速度を最小限にします。

新型レンジローバーのアクティブ・セーフティ機能には、次のようなものがあります。

· ダイナミック・スタビリティ・コントロール（DSC）

· ロール・スタビリティ・コントロール（RSC）

· 4輪電子制御トラクション・コントロール（ETC）

· トレーラー・スタビリティ・アシスト（TSA）

· ヒル・ディセント・コントロール（HDC）およびグラディエント・リリース・コントロール（GRC） 

· ヒル・スタート・アシスト（HSA）

· エンジン・ドラッグ・トルク・コントロール（EDC）

· 4チャンネル・オールテレイン・アンチロック・ブレーキシステム（ABS）

· 4チャンネル電子制御ブレーキ・ディストリビューション（EBD）

· エマージェンシー・ブレーキ・ライト（EBL）

· エマージェンシー・ブレーキ・アシスト（EBA）

· コーナー・ブレーキ・コントロール（CBC）

乗員保護を最大化するための技術

新型レンジローバーは、世界で最も厳しい安全性基準に適合するだけでなく、その水準をも超えています。最適化されたアルミニウム・ボディ構造は、エアバッグやリストレイント（安全保護装置）などの総合的なシステムで補完された、驚くほど強靱で安定性の高いセーフティ・セルによって乗員を保護しています。

クラッシャブル構造は、最先端のコンピュータ・シミュレーション・ツールで広範囲にわたって最適化されました。エンジニア達は、開発車両での実テスト前に、シミュレーション・ツールを使用したさまざまな「バーチャル衝突テスト」を繰り返し実施しました。
車両衝突性能については、70回もの実車両衝突テストと20回以上の台上テストで構成される厳格なプログラムを通じて確認されています。

アルミニウム・ボディ構造は、衝突振動を最適化、またセーフティ・セルへの貫入を最小化し、なおかつ乗員保護を最大化するような設計を行っています。そのため、クラッシャブル構造内に高強度のAC300アルミを使用したり、Bピラー周辺に強化複合材を使用したりすることで、側面衝突時の貫入を最小限にするよう工夫しています。

乗員のセーフティ・パッケージとしては、エアバッグやリストレイント・システムなどの総合的なシステムが装備されています。これには、ドライバー用と乗員用のエアバッグ、サイド・カーテン・エアバッグ、胸部保護用エアバッグ（現行製品で最大のカーテン・エアバッグを含む）、車両のエマージェンシー・ブレーキ機能にリンクしたアクティブ・フロント・シート・ベルトなども含まれます。

歩行者保護対策にも高い優先順位が付されており、フロントエンド、バンパー、ボンネット、カウル部分などで、歩行者の傷害を最低限に抑えられるよう工夫が施されています。

レンジローバーの歩行者保護に対するセーフティ・パッケージとして最も工夫がなされたのは、ボンネットの高さを引き上げ内部空間に余裕をもたせることや、緊急時の衝撃吸収用として最適化されたボンネットとバンパーの形状などがあり、下部ボディ構造と表面に露出する部品の取り付けや配置についても、緊急時の衝撃吸収を最大限にするよう最適化されています。
3. 　洗練を極める
レンジローバーは、その洗練味とラグジュアリーで名高く、乗員は、喧噪から離れた穏やかな空間を体験できます。

ランドローバーのエンジニア達は、この新型モデルを開発する際、従来と同じ感覚を得られることを目標にする一方、ドライバーと乗員の両方にとってより素晴らしい体感をもたらすことにも努めました。キャビンは洗練された落ち着ける場所であるべき、というだけでなく、乗員、特に後部座席の乗員にとっては、空間選択のオプションがあり、またラグジュアリーなプレミアム機能を選択できることも重要です。

同時に、ドライバーにとっては、より確かな手応えを持つ俊敏なハンドリング性能を体感することで、レンジローバーがもたらす特有の高い走行性能や確実なコントロール性能を享受することが重要です。また、最新の接続機能およびディスプレイ・テクノロジーにより、ドライビング中もポータブル・デバイスをシームレスに統合することが可能です。
「最先端のプラットフォームとサスペンション・アーキテクチャーにより、レンジローバーは新しい次元の洗練性とドライビング・ダイナミクスを獲得しました」と、レンジローバーのビークル・ライン・ディレクター、ニック・ロジャーズは述べています。「お客様は、より低いノイズレベルとしなやかな乗り心地を即座に感じとることでしょう。また、リア・シートの広さはまさに驚きです。」
3.1　　洗練されたラグジュアリーな室内空間

新型レンジローバーは、静かな室内と優れた乗り心地、ラグジュアリーなキャビンと広いリア・コンパートメントを持ち、くつろぎと快適さで満たされた空間をお客様に提供します。

すべての乗員が、最新の室内テクノロジーによって裏付けられたこれ以上ない洗練性と上質さを体感できます。

ノイズレベルの低減で実現した、耳に心地よい静粛性の高いキャビン

ランドローバーのエンジニア達は、新型モデルが洗練度において最高級ラグジュアリー・カーの水準を満たすよう、開発工程のあらゆる段階において細部にまでこだわり抜いて設計しました。また、乗員は、外部の環境から完全に隔絶されているかのような感覚を得ることができます。
エンジニアリングの初期段階で先進のコンピュータ・シミュレーションを使用することにより、あらゆるノイズやハーシュネスを排除し、その後、専用の音響カメラなどの最新の解析ツールを用いて、テスト・セルの最適化を行いました。

パワートレインでは、ディーゼル・モデルに新しいデュアル・アイソレーテッド・エンジン・マウントを採用することでさらなる洗練を図っています。エンジンのノイズレベルは、新型モデルでさらに低下し、特にディーゼル・モデルでは燃焼ノイズが著しく低減され、あらゆる動作範囲において上質なサウンド・クオリティを実現しています。激しい加速条件でも、快適なパフォーマンスを示す音がわずかに出るだけで、どのような運転速度でもエンジンは静かな状態を保ちます。

フロントガラスとフロント／リア・サイド・ウインドウ・ガラスには特殊な防音シートが貼られているため、燃焼ノイズだけでなく風切リ音もさらに低減できます。風切り音は、コンピュータによる流体力学の分析と徹底的な風洞試験を通じて低減させています。主要部分、たとえばAピラーやドア・ミラーの形状は、開発プロセスの初期段階で最適化しています。新型モデルは、風切り音では従来モデルより7%も少なく、クラス最高の評価を受けており、最高のエグゼクティブ・サルーンに匹敵します。

レンジローバーの新開発アルミニウム・ボディ構造は、最新の「多次元」CAE最適化ツールを使用して設計されています。これにより極めて優れた堅牢性と洗練味を実現しました。この構造には、きわめて強固なシャシー連結ポイントが含まれ、これによりトランスミッションからのノイズとバイブレーションが最小限に抑えます。頑丈で軽量合金からなるサスペンションは、より最適化したブッシュと組み合わされ、ロードノイズの低減に成功しています。このように、最高のラグジュアリー・サルーンと同様の改善策が強化され、レンジローバーは低ロードノイズにおけるクラス最高峰のポジションを確固たるものとしています。

そのほかにも、洗練を極めるための革新的なソリューションとして、HVACシステムにおいて硬化プラスチックの代わりに吸音フォーム・ダクトを使用している他、不要な振動を排除するためエア・サスペンション・コンプレッサーをメイン・バッテリーの上に配置していることなども挙げられます。

ドアを閉める音からスイッチやモーターからのノイズに至るまで、新型レンジローバーのあらゆる動作音を厳しく分析し、すべての乗員に対し均等に優れたサウンド・クオリティが保たれるよう調節されています。

柔軟なエア・サスペンションが実現する上質な乗り心地

新型レンジローバーの最先端シャシーは、新開発軽量サスペンション・システムおよび先進のシャシー・テクノロジーにより、あらゆる条件下で静かに落ち着いて前進できるよう、緻密な調節がなされています。

クラス最高のホイール・ストロークと、アップグレードされた4輪エア・サスペンションによって、優れたバランスと安定性を実現し、あらゆる方向で外界との隔絶感が得られます。

ランドローバーの特徴である卓越した乗り心地をさらに向上させるため、薄く柔軟な素材を使用した新しいフロント・エア・サスペンションを導入しています。これにより、道路の小さな凹凸をさらに効率的に吸収できます。

連続可変ダンパーによる標準装備のアダプティブ・ダイナミクスにより、しなやかで振動の少ない乗り心地を実現します。これにより、乗員の快適性を最大化するための車体の落ち着きとボディコントロールが可能となります。
広いリア・コンパートメントがエグゼクティブ・クラスの上質さを実現
より上質な後部座席を提供することが、新型レンジローバーの主要な優先事項でした。新型モデルでは、後部座席の乗り心地が一層向上し、さらなるゆとりと快適性を実現しました。また、エグゼクティブ・クラス・シート・オプションも用意されています。

車両パッケージを最適化し、ホイールベースを42mm長くすることで、前席に影響を与えることなく、後部座席における空間を大幅な改善を図りました。レッグルームは118mm広くなり、足を伸ばすスペースとして1m以上の空間が確保されており、ニールームもクラス最高水準となりました。

リア・シートの位置はわずかに低くなり、ドア開口部も拡大したため、これまで以上に楽な乗降が可能です。エア・サスペンション・システムが改良され最低地上高が10mm～50mm下がったことも、より容易になった乗降に寄与しています。また、エア・サスペンション・システムの性能が大幅に改良され、地上高の変更がこれまで以上に迅速になりました。

リア・シートではマニュアルもしくは電動でリクライニング調整が可能となったことも、後部座席における快適性向上に貢献しています。また後席のクライメート・コントロール・システムも大幅に改善し、送風口が最大8つ用意されています。

新しいエグゼクティブ・クラス・シート・オプションを選択すると、後部座席はこれ以上ないほど上質なものとなり、最高レベルの快適性と利便性が提供されます。2座に独立したリア・シートにはメモリー機能とマッサージ機能が搭載されており、全体に延びたセンター・コンソールは最高級ベニアで仕上げられています。

個別のシートは可動範囲が広く、快適性が向上しています。最大9度（標準シートより2度多い）のリクライニングは、シート・クッションを前にスライドさせることで行います。アッパー・バックレストも個別に調節でき、クッションのチルト調節により、太腿の位置を最適な状態で維持できるようになります。

贅沢な雰囲気は、クールボックス・オプション付きのラグジュアリーなセンター・アームレストからも醸し出されます。コンソールから、個別の温度調整機能がついた4ゾーンのクライメート・コントロールや、洗練されたムード・ライトを操作できるようになっています。

エグゼクティブ・クラス・オプションにはセンター・コンソールと完全に一体化した接続機能や追加のストレージなどが付帯していて、ビジネス・ユーザーにとってもより利便性に富む機能の数々が提供されます。
最高のラグジュアリーを体現するプレミアム機能と高級オーディオ

新型レンジローバーは、伝統を踏襲しながらも、最新のプレミアム機能とテクノロジーを完璧なクラフトマンシップと上質な素材に組み合わせることにより、乗員にラグジュアリーの極みを提供するという目的のもと開発されており、これらすべてがレンジローバー独特の雰囲気醸成に貢献しています。

新しい高級オーディオ・テクノロジーや、クラス最高の性能を持つ完全に新設計のクライメート・コントロール・システム、鮮烈な印象の新型スライディング・パノラミック・ルーフなど、快適性と利便性を向上させる豊富な新機能を幅広く選択が可能で、レンジローバーで体感するラグジュアリーはより高い次元へと引き上げられています。
新型レンジローバーには、オーディオ・テクノロジーとデジタルサウンド処理のグローバル企業であるメリディアン社が開発した最先端のオーディオ・システムが搭載され、すべてのシートで最上質の音を楽しむことができます。

メリディアン・ブランドのシステムは、サブウーハーを含む29ものスピーカーを搭載した1700W*のシグネチャー・リファレンス・システムを含む、3種類が用意されています。この桁外れのシステムは、最高の3Dサラウンド・サウンドを提供するために特別に開発されたもので、ルーフ位置のスピーカーや、業界をリードするサウンド処理テクノロジーが搭載されています。

3種類のシステムは、メリディアンが誇る最新デジタル処理テクノロジーを持つ最先端のアンプを装備し、際立った透明感とダイナミクスを実現するメリディアン製の高性能スピーカーとともに、完全に最適化されたサウンド品質を実現します。

レンジローバーとメリディアン・オーディオの専門家により、洗練されたAudyssey MultEQ XTオーディオ・チューニング・システムが搭載されたため、室内環境により生じた音質の劣化をデジタルで補正し、正確で歪みのないサウンドをすべてのシートに届けられるようになりました。

（* 出力定格は、0.2%のTHD+N（全高調波歪率+ノイズ）で、実質的にオーディオ歪みのないレベルです）

完璧な室内温度の設定
新型レンジローバーでは、外の天候に左右されずに室内の温度設定を完璧にするため、クラス最高のテクノロジーを利用した、新開発のクライメート・コントロール・システムを搭載しています。

この新型システムでは、流体力学コンピュータ-・シミュレーション・ツールを駆使した非常に厳格な開発プログラムを通じ、-30～+50゜Cという過酷な条件下での試験が実施されました。
クライメート・コントロール・システムには、3ゾーン・システムとプレミアム4ゾーン・システムの2種類が用意され、3ゾーン・システムでは、ドライバー、前席乗員、および後部座席で個別に温度設定が可能で、プレミアム4ゾーン・システムでは、後部座席に対してクライメート・コントロール・ユニット1つが追加され、ドライバー、前席乗員、リア・キャビンの両側の4ゾーンに対して独立した温度コントロールが可能です。

この最新のコントロール・システムでは、すべての送風口に放出空気温度センサー、フロントとリアの両方のコンパートメントにデュアル・ソーラー・センサーが搭載されており、クライメート・コントロールが迅速、正確に反応するようになっています。4ゾーン・システムでは、後部座席空間に向けて独立したヒーティングおよびクーリング機能があり、顔、足、腰の位置に複数の送風口が装備されているなど、後席における快適性も大幅に向上しています。

新型レンジローバーでは、より一層ラグジュアリーなドライビングのために、フルサイズのスライディング・パノラミック・ガラス・ルーフを用意し、より上質な空間と光の加減をすべての乗員が感じとることができるよう設計されています。
新しいルーフは、これまでレンジローバーが装備してきたもの中で最も大きく、長さ、幅ともに最大になるよう巧妙に設計されています。見苦しい支持構造物はなく、視界を遮るものもなく、ヘッドルームに解放感をもたらします。

快適な室内温度を維持し、しかもプライバシーの感覚も保てるようにするため、ダークティンテッドの強ガラスが採用され、直射日光を大幅に遮断する処理がなされています。より一層のシェイディングやプライバシーが必要な場合は、日光反射コーティング処理した電気ファブリック・ブラインドをガラス全面に対応する日光反射コーティング処理を施された、電動ファブリック・サン・ブラインドを追加装備することもできます。

隅々までもたらされた快適性と利便性

妥協のないラグジュアリーを極めるため、新型レンジローバーのあらゆる面で細部にわたる改良や最適化が施され、隅々まで快適性と利便性がもたらされています。新型モデルに新たに採用された装備や、機能が拡張されたものには、次のようなものがあります。

· 改良型シート  – 上位機種については、前席に5モード・マッサージ、クッション・エクステンション、ウイング付きヘッドレストを装備した20ウェイ・アジャスタブル・フロント・シートを、後席にはパワー・ランバー、クライメート・コントロール、ウイング付きヘッドレストとともに、パワー・リクライニングを標準装備しました。オプションとして、エグゼクティブ・クラス・シート・パケージを選択することができます。

· プレミアム・インフォテインメント –　8インチ・デュアル・ビュー・フロント・タッチスクリーンで、デジタルおよび衛星TVまたはDVD再生。フル・リア・シート・エンタテインメント（RSE）パッケージではデュアル8インチ・ビデオ・スクリーン、専用リモコンが付属。デュアル・ビューおよびRSEシステムには、CDクオリティ・サウンドの「White Fire」赤外線ワイヤレス・デジタル・ヘッドフォンが付属されています。

· 個人設定が可能なムード・ライト – 雰囲気や気分にあわせて色を選択できる洗練されたLEDアンビエント・ライトが装備されています。

· 電動分割式・テールゲート – レンジローバーの特徴であるスプリット・テールゲートが完全電動になりました。上部ゲートと下部ゲートの両方について、リモコン・キーフォブ、テールゲート上のボタン、ドライバーのシートから、必要に応じて柔軟に操作することができます。
· キーレス・エントリーおよびスタート・システム – 新型モデルは、スマートキー・システムを搭載した最初のフルサイズ・レンジローバーです。このシステムにより、キーレス・エントリーおよびエンジン始動が可能になります。
· ソフト・ドア・クローズ – 利便性を高めるため、新型レンジローバーの全てのドアにパワー・ラッチングが装備されています。
· 電動チャイルド・ロック – リア・ドアに電動チャイルド・ロックが標準装備されています。
· クーラー・コンパートメント – オプションで、フロント・センター・アームレストにクーラー・コンパートメントを装備できます。エグゼクティブ・クラス・シート・パッケージでは、コンパートメントをリアに指定することもできます。
· タイムド・クライメート・コントロール – クライメート・コントロール・システムには、室内を必要に応じてあらかじめ暖めたり冷やしたりすることができるパーク・ヒーター・ファシリティ機能が盛り込まれています。タイマーは7日カレンダーで反復動作を設定できる他、最大16日先まで単発の動作を設定できます。
· フロント・ウインドウ、シート、ステアリング・ホイールのヒーター機能 – 新型モデルでは、寒冷時などに、ヒーター付きのフロント・ウインドウが便利です。さらに、フロント・シートとステアリング・ホイールには、個別に設定可能なヒーターが付いています。
· 順応性のあるラゲッジ・コンパートメント – フロア装着型のレールを持つラゲッジ・マネージメント・システムにより、フレキシブルに手荷物の積み込みを整頓できます。
· ロック式フロント・グローブ・ボックス
3.2　　快適なドライビング・エクスペリエンス
運転席に座ると、レンジローバーにみなぎる自信と余裕を感じると同時に、快適な動作を体験できます。
新型レンジローバーは、従来モデルと寸分違わず快適なドライビング・エクスペリエンスを提供するよう設計されていますが、その一方で、軽量構造とまったく新しいサスペンション・アーキテクチャーにより、その性能は大幅に向上しています。これによりドライバーは、より余裕のある走行性能と、確実性と俊敏性に富むハンドリング性能を感じとります。
簡単で直感的操作が可能なコントロール類も、レンジローバーDNAの特徴の一つです。革新的なテクノロジーを採用している新型モデルでは、ドライバーは、自動車に乗り込んだ瞬間からすぐにモバイル・デバイスを難なく接続することができます。

安定感と機敏さを誇るハンドリング

新型レンジローバーの最先端のシャシーは、新開発の軽量サスペンション・システムおよび先進のシャシー・テクノロジーにより、あらゆる条件下で安定し、確実に走行できるように開発されています。このサスペンション・システムはクラス最高レベルのサスペンション・トラベルと、アップグレードされた4輪に装着されているエア・スプリングによって優れたバランスと安定性を実現し、あらゆる路面状況において外界とは異世界の乗り心地を得られます。

先進の新サスペンション・コンセプトの利点としては、フロントの広いサスペンション・トラベルを確保したダブルウィッシュボーン・デザインと、リアの先進のマルチリンク・レイアウトを踏襲した上で、レンジローバーの伝統でもある優れた乗り心地に加え、これまで以上に洗練された、安定感とバランスの良さが光るハンドリング性能を実現したことにあります。

つまり、ラグジュアリーな乗り心地を維持する一方で、ハンドリング性能やその俊敏性は進化を遂げています。この新開発のサスペンション構造は、よりフラットで確実性に富み、自然で直観的なステリング・フィールに寄与します。

ランドローバーのエンジニア達は、このしなやかな乗り心地と、機敏で確かなハンドリング性能を両立させるため、シャシー・システムおよびボディ構造の剛性を最適化することに全力を注ぎ、そしてサスペンション・コンポーネントとステアリング・システムを綿密に調整しました。

最新のシャシー・テクノロジーは、連続可変ダンパーを採用するアダプティブ・ダイナミクス、完璧な調整が施された電動パワー・ステアリング・システム、SDV8およびLR-V8 S/Cモデルで標準装備される最新のダイナミック・レスポンス・2チャンネル・アクティブ・リーン・コントロール・システムなど、新型レンジローバーの幅広い性能強化に貢献しています。

軽量化による性能向上という好循環 - 正のスパイラル
新型レンジローバーの先進的な軽量ボディ構造とシャシーによる大幅な軽量化は、環境面での貢献とともに、その性能にも劇的な進化をあたえました。

ボディ重量の軽減は、車両のさまざまな部分の軽量化にもつながる好循環をもたらしました。例えば、重量による負荷が低減されるため、より軽量の駆動系コンポーネントやシャシー・コンポーネントの採用が可能となりました。
機種ごとで比較すると、新型レンジローバーのSDV8は現行モデルのTDV8に比べ最大350kg*もの軽量化を達成しながら、優れた性能向上も実現しています。510PSを発生する LR-V8スーパーチャージド・モデルの0—60mph加速は、わずか5.1秒で、従来型より0.8秒速くなっています。

軽量化によりパワーに余裕が生まれ、レンジローバー独自の優れた走行性能が向上している一方、ビークル・ダイナミクスにも効果をもたらしており、オンロードでもオフロードでもより俊敏でレスポンスの良いハンドリングが実現しました。

さらなる好循環として、新型レンジローバーの軽量構造により、洗練された3.0リッターTDV6エンジンをモデル・ラインに導入することが可能になりました。この新しいエンジンは、これまでの4.4リッターTDV8モデルと同等の性能を持ちつつ、0—60mph 加速が7.4秒と、従来の重いモデルと比べて0.1秒速い数値を達成しています。

この小さいエンジンの採用が、従来のTDV8モデルより最大420kgの軽量化につながり、これが劇的な燃費の向上と22%ものCO2排出量削減に貢献しました。それぞれ37.7mpg（7.5l/100km）、196g/kmという値に相当します。  

直感的操作が可能なスイッチ類とシームレスな接続機能

新型レンジローバーは、独特のコマンド・ドライビング・ポジションおよび自然なレイアウトのスイッチ類により、ドライバーに安心感をもたらし、くつろぎと快適なドライビング環境を実現しています。  

インストルメント・パッケージではメインとなる12.3インチ・ディスプレイに加え、センター・コンソールに配された8インチ・タッチスクリーン、2つの高解像度カラー・ディスプレイは、運転状況に応じて内容を随時適応させ、最も重要な情報を明確に表示します。また、その使いやすさはクラス最高レベルを実現しています。

センター・コンソール上部に設置された大型の8インチ・タッチスクリーン・ディスプレイは、レンジローバー・コントロール・インターフェイスの表示画面として、様々なインフォテインメント機能に対するコントロール／ディスプレイ・システムの操作などに使用します。

このディスプレイは、数行で情報を表示するようになっており、大きめのボタンと分離されたレイアウトが採用され、使いやすくなっています。ディスプレイの左右いずれかにあるハード・キーの「Secret until lit（点灯まで非表示）」は、「Home」、「Audio/Video」、「Nav」、「Phone」など、頻繁に使用されるスクリーン上のショートカット機能に対応します。
新型レンジローバーでは、ディスプレイ・システムに総合的な接続パッケージが用意されており、ポータブル・デバイスによる下記の機能補完が可能です。
· 8インチ・タッチスクリーンまたはステアリング・ホイール・コントロールで制御可能なBluetoothハンズフリー携帯電話。
· 携帯電話や、その他のポータブルBluetoothデバイスに保存している音楽を、自動車のオーディオ・システムを使って再生するBluetoothオーディオ・ストリーミング。
· 直感的に発する指示に瞬時にディスプレイが反応するボイス・コントロール。
· iPod/MP3プレイヤー、メモリ・スティック用のUSB端子。

· エグゼクティブ・クラス・リア・シート・パッケージには、後席乗員用のUSB端子を用意。 

4.　　　レンジローバーが継承し続けるもの
新型モデルは、40年もの間、自動車の世界で象徴的な地位を確立してきた伝統あるレンジローバー・シリーズの第4世代にあたります。

レンジローバーは、世界で最も多用途な車を目指して開発されたもので、1970年に最初の万能ラグジュアリー4x4として発表され、スポーツ・ユーティリティ・ビークル（SUV）の進化において大きな足跡をのこしました。

以降、レンジローバーが提唱するコンセプトの人気は世界中で拡大し続け、今日ではラグジュアリーSUVユーザーの究極の選択肢になっています。

「ランドローバーの全従業員にとって、レンジローバーは非常に特別な製品なのです」と、ランドローバー・グローバル・ブランド・ディレクター、ジョン・エドワーズは述べています。「初代の発売が40年以上前にもかかわらず、レンジローバーは今日でも自動車史の中で独自の地位を確立しています。今回の新型モデルがこのすばらしい伝統を引き継いでいくことを確信しています。」

4.1　　モータリング・アイコンとしての変遷
レンジローバーは、自動車史の中で、最も重要な自動車の1つとして確固とした地位を築いており、オンロードでもオフロードと同様のすばらしい走りを実現する世界初の車両です。

レンジローバーには、過去3つの世代がありました。初代はクラシックとして知られるもので、1970年に販売が開始され、その後25年間に渡り数々のアップグレードが行われる中、いくつかのバージョンが登場しました。 

第2世代の車両はP38aとして知られるもので、1994年販売開始となり、2001年に現行モデルが後継者として登場しました。ユニークなレンジローバー・コンセプトをアピールし続けたこともあり、第2世代は過去最高の年間販売台数を達成し、世界中で人気を博しました。

ロンドンからロスアンジェルス、シドニー、上海、トリノ、東京に至るまで世界の主要マーケットで販売されているレンジローバーは、ラグジュアリーSUVユーザーの究極の選択肢です。 

「レンジローバーは1台で4役をこなす自動車です」とジョン・エドワーズは述べています。「週7日間日常的に使用するラグジュアリー・カーでありながら、世界中のハイウェイを駆け回るレジャー・ビークルでもあります。さらに長距離の旅行に使える高性能自動車でもあり、クロスカントリー・ビークルでもあるのです。」

王室から政治家、ロック歌手からロック・クライマー、サッカー選手から農業従事者まで、レンジローバーは常に、その独自の価値を知る様々なお客様に支持され続けています。

サルーンの快適性とランドローバーのオフロード走破性の結合

レンジローバーの着想は、ローバー・カンパニーの技術責任者、チャールズ・スペンサー”スペン”キングが始めた新車両プロジェクトに端を発しています。ただし、彼が生涯取り組んだのは、ローバーでありランドローバー（当時、ローバーの4x4ウイング）ではありません。

「この発想は、ローバー・サルーンの快適性とオンロード性能を、ランドローバーのオフロード走破性と組み合わせてみようというものでした」とキングは述べています。「当時そんなことを試みようとした人間は一人もいませんでした。だからこそ挑戦する価値があり、と同時にランドローバーには新製品が必要だと考えました。」

「100インチ・ステーション・ワゴン」として知られる最初のプロトタイプ・レンジローバーに取りかかったのは1966年でした。これは、北米での4x4レジャー・ビークル・マーケットトの成長に影響を受けたためでした。

「当初、プレミアム・レジャー・ビークルではありましたが、ラグジュアリー・ビークルではありませんでした」と前プロジェクト・エンジニアのジェフ・ミラーは述べています。「技術的には冒険でもありました。スペンは、自動車にはオンロード走行の快適性のためにフロントとリアに乗用車用コイル・スプリングをつけるべきだと確信していましたが、当時他の4x4に採用はされていませんでした。また、オフロードでの柔軟性を実現するためには非常に長いサスペンション・トラベルが必要でした。」その他にも技術的な斬新性として、アルミニウム・ボディ（ランドローバーのような）、オール・アルミニウム・エンジン、フル・ディスク・ブレークなどがあげられました。

最初の市販車両がソリハルで生産開始されるまでに製作された試作車はたったの10台でした。「レンジローバー」という名前は、さまざまなモデル名、例えば、「パンサー」や「レパード」などが却下された後、最終的にデザイナーのトニー・プールによって命名されました。 

シンプルでアイコニックなボディ形状
レンジローバーの核となる特徴は、一目でレンジローバーだとわかる、アイコニックなデザインです。

「なぜこんなに成功できたのか理解するのはそれほど難しいことではありません。現行モデルも同様ですが、オリジナルのレンジローバーのデザインは、非常にシンプルでアイコニックなものです」とランドローバー・デザイン・ディレクター、ジェリー・マクガバンは話しています。

象徴的なディテールには全て、レンジローバーが高度な機能的車両であるという理由があります。たとえばキャッスルをつけたボンネットの形状は、ドライバーが自動車のコーナーを見通しやすくする理由からです。これは、混雑した街中での運転時、駐車時、オフロード走行時に非常に役に立ちます。「フローティング」ルーフは、比較的細いピラーで視認性を向上させようという努力の結果生まれたものです。 

ややフラットな側面と、「船底が内側に湾曲する」かのような曲線の欠如は、ドライバーと乗員が深く着座した場合でも、良好な視認性を保つことができるための配慮です。比較的フラットなボディサイドにより、オンロード、オフロードでの操作性にとって重要な要素である車幅の判断が容易になります。  

今日となっては伝統的なデザインにはなりましたが、あるモデルは、パリのルーブル美術館の中に展示されており、同時に、美術館の外ではそれと同じモデルが走行している姿がみうけられるのです。スペン・キングは「外観についてはおそらく0.001%しか時間を割いていません」と述べています。多くの優れたデザイン同様、形状が機能に追いついたのです。優れた機能がシンプルなスタイルと形状を生み出したのです。 

コンセプトと基本的な形状、例えば、フラットな側面、薄いルーフ・ピラー、短いオーバーハング、ホイールベースを含むすべての外形寸法、まっすぐのノーズとテールなどは、エンジニア達、主にキングとシャシー担当エンジニアであったゴードン・バシュフォードによるものです。初期の広報資料の中では「デザイン」について一触れられていませんでした。

キングによるコンセプトに基づき、デザインは、ローバーのデザイン・ディレクター、デヴィッド・ベッシュが手掛けました。彼はキングとバシュフォードの提案内容を整理し、あるべき機能に対する自分のアイデアを追加しました。彼は特に、グリル、ヘッドランプおよびテールランプに変更を加えました。また、ウインドウの周辺部や側面のプレス・ラインなども変更しました。これは大幅なディテール変更ではありませんでしたが、自動車の存在感や美観に大きな変化をもたらすものでした。 

進化を続けるデザイン
レンジローバーのデザインは、進化し続けています。「オリジナルは最高の製品でした。そのため基本的な形をそのまま維持し、伝統ともいえるクラシックの基本デザインを踏襲することに大きな意味があります」とジェリー・マクガバンは説明します。 

第2世代モデルであるP38aは「白紙からの」デザインでしたが、開発チームは、スタイルの大幅な変更には大きな危険が伴うことをすぐに理解することになりました。

製品発表時に彼らの口から語られたように、彼らが守った品質としては、コマンド・ドライビング・ポジション、フローティング・ルーフ、奥まったガラス・エリアと低いウエストライン、ラップオーバー・ボンネット（フロント・エッジの「キャッスル形状」を含む）、特徴的な後部のEピラー、2ピースのテールゲート、直線的なライン（側面の形状にへこみや段差がない）、クローズ・ホイール・カット（スタンスの向上のため）などがあります。

これらすべてがレンジローバーのデザイン・キューとして伝統となり、2001年に発表された第3世代モデルにも踏襲されています。今回の新型車モデルはサイズがより大きくなり、室内空間も広くなりました。特徴的なヘッド／テールランプ、側面にある「ブルネル」仕上げのパワー・ベントなど、目を引くモダンな「ジュエリー」も装備しています。

今回の新型モデルでは、P38aより統合的に伝統が守られたデザインになっている一方で、照明類、グリル、ホイールなど多くの箇所が改善されアップグレードしていますが、本質的な形状は変わらず、ラグジュアリー4x4のセグメントでもっともモダンで魅力的なデザインの車に数えられます。

インテリアについては、従来モデルから大幅な改良が施されました。デザインチームは、オーディオ機器、外航ヨット、航空機のファーストクラス座席、美しい家具やジュエリーなど、さまざまな製品からインスピレーションを得て、伝統的な「ウッドとレザー」基調に組み合わせました。その結果、レンジローバー、さらには4x4マーケットに、より高いレベルのラグジュアリーをもたらすことになりました。そして多くの評論家たちから、自動車の中で最高に美しいキャビンとの高い評価を得ることになりました。

開発段階を通して、レンジローバーは、SUV市場で多くのテクノロジーを最初に登用してきました。ABSアンチロック・ブレーキ、4輪電子制御トラクション・コントロール、電子制御エア・サスペンション、軽量アルミニウム・プラットフォーム、TFT「バーチャル」機器および「デュアル・ビュー」センター・スクリーンを含む最新ディスプレイなどの機能は全て、レンジローバーが4輪駆動車としては初めて装備したものです。
グローバルアドベンチャーと著名人オーナー

世界を股にかける華やかなアドベンチャーもレンジローバーの伝統であり、レンジローバーも砂漠を横断し、山道を駆け抜け、川を横断、そして湿地帯を走り抜けるなど、他のランドローバー・モデルが駆け抜けた軌跡を辿っています。ラグジュアリーであることに、冒険心を損なわれることはありません。

実際に販売開始前の段階でさえも、プロジェクト・エンジニアおよび技術者たちは、レンジローバーで困難なサハラ砂漠横断を遂行しました。その後、パナマとコロンビアの間にある人が寄り付かない沼沢地、ダリエン・ギャップを横断し、また世界で初めて南極や北極などの地極にもレンジローバーは持ち込まれ、北米大陸分水界でのロッキー山頂踏破、パリ-ダカール・ラリーとロンドン-シドニー・マラソン・ラリーにも挑戦、そして困難なキャメル・トロフィーにも参加しました。

レンジローバーの比類なき性能と象徴的なスタイルは、王室から政治家、ロック歌手からロック・クライマー、サッカー選手からファッション・モデルまで、数え切れないほどの著名人オーナーの心を掴んでいます。

有名なオーナーとして、英国のロイヤル・ファミリーの他、スポーツ界ではグレッグ・ノーマンやマイケル・ジョーダン、ミュージシャンではブルース・スプリングスティーンやマドンナ、映画スターではジャック・ニコルソンやキーラ・ナイトレイなど、数多くの著名人がレンジローバーを所有しています。
4.2　　レンジローバーの歴史

1960年代の画期的な初代プロトタイプの誕生から2012年の最新モデルとなる第4世代の登場まで、アイコニックなレンジローバーの歴史を簡単に紹介します。

1966
最初のレンジローバー・プロトタイプ（100インチ・ステーション・ワゴン）の製造を開始。

1970
初代2ドア・レンジローバー（クラシック）、デビュー。

1971
レンジローバー、優れた技術革新により、RACデュワー・トロフィーを受賞。

1972
レンジローバー、英国軍のアメリカ横断遠征で初めてダリエン・ギャップを踏破。

1974
レンジローバー、サハラ砂漠東西横断遠征で、100日間で7,500マイルを踏破。

1977
改良型レンジローバー、ロンドン-シドニー・マラソン（走行距離30,000km（18,750マイル）という史上最長の過酷なスピード・ラリー）の4x4クラスで優勝。

1979
レンジローバー特別仕様車が、パリ-ダカール・ラリーで優勝（レンジローバーは1981年にも優勝）。

1981
最初の工場生産限定版レンジローバー「In Vogue」とあわせて、最初の4ドア・レンジローバーを販売。

1982
オートマチック・トランスミッションをレンジローバーに装備。

1983
レンジローバー、5速マニュアル・ギアボックスを導入。

1985 
ディーゼル駆動レンジローバー「Bullet」が、平均100mph以上での24時間走行のディーゼル記録を含む、27のスピード記録を破る。

1987
レンジローバー、北米で販売開始。

1989
レンジローバー、4x4として世界で初めて、ABSアンチロック・ブレーキを搭載。

1990
限定モデル、CSK（チャールズ・スペンサー・キングの名にちなんだ）をスポーティ・レンジローバーとして発表。

1992
レンジローバー・クラシック、4x4として世界で初めて、エレクトロニック・トラクション・コントロール（ETC）を搭載。

1992
ロングホイールベースのLSE（米国では「 County LWB」）を発表。

1992
4x4として世界で初めて、オートマチック・エレクトロニック・エア・サスペンション搭載。

1994
第二世代（P38a）レンジローバー、販売開始。

1996
レンジローバー・クラシック、総販売台数317,615台で販売終了。

1999
限定版レンジローバー「Linley」、ロンドン・モーター・ショーに登場。

2001
まったく新しいレンジローバー（L322）を発表。

2002
ソリハル工場で50万台のレンジローバーを製造。

2005
新しいモデル・ライン、レンジローバー・スポーツを発表。

2006
テレイン・レスポンス®およびTDV8ディーゼルを発表。

2009
レンジローバー、まったく新しいLR-V8 5.0および5.0スーパーチャージド・ガソリン・エンジンを搭載、テクノロジーを更新。

2010
レンジローバー40周年。新しい4.4リッターTDV8ディーゼルを搭載し、8速オートマチック・トランスミッションなどの改善。

2010
まったく新しいコンパクト・レンジローバー・イヴォーク、パリ・モーター・ショーに登場。

2011
レンジローバー・イヴォーク、生産開始。世界中で110の賞を受賞、需要増によりヘイルウッド工場での生産増加。

2012
まったく新しいレンジローバー（L405）を発表。

*記載されているデータは、メーカーによる概算値です。マーケットによっても異なります。
以上
詳細については、ジャガー・ランドローバー・ジャパン　プレスサイトhttps://pr.jlrj.jp/をご参照ください。[image: image1.jpg]
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